
趙
州
和
尚
の
生
活
と
意
見

―
「
趙
州
和
尚
十
二
時
歌
」
譯
注

衣

川

賢

次

【
譯
注
前
言
】

趙
州
從
諗
和
尚
（
七
七
八
～
八
九
七
）
は
唐
代
禪
の
思
想
を
も
っ
と
も
よ
く
體
現
し
た
禪
僧
で
あ
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
五
「
趙
州

觀
音
院
從
諗
禪
師
章
」
の
末
尾
に
、
編
者
が
評
語
を
加
え
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

師
の
玄
言
は
天
下
に
布し

き
、
時
に
趙
州
門
風
と
謂
い
、
皆
な
悚
し
ょ
う

然ぜ
ん

と
し
て
信
伏
す
。

（
師
の
禪
僧
ら
し
い
發
言
は
「
趙
州
の
門
風
」
と
呼
ば
れ
て
天
下
に
弘
ま
り
、
こ
れ
を
聞
い
た
人
び
と
は
肅
然
と
襟
を
正
し
信
服
し
た
。）

こ
れ
は
禪
僧
に
対
す
る
最
高
級
の
讚
辭
で
あ
る
。
趙
州
和
尚
の
問
答
の
記
錄
『
趙
州
錄
』
を
讀
む
こ
と
を
通
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
唐
代

禪
の
對
話
精
神
に
ふ
れ
、
唐
代
禪
思
想
表
現
の
精
華
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

趙
州
和
尚
が
百
二
十
歲
で
逝
去
し
た
の
ち
、
弟
子
の
文
遠
は
各
種
の
記
錄
を
收
集
し
て
、
五
百
則
あ
ま
り
の
上
堂
語
と
問
答
を
集
錄
し

て
『
趙
州
禪
師
語
錄
』
を
編
集
し
、
近
年
に
は
そ
の
他
の
材
料
か
ら
増
補
し
て
、
六
百
則
あ
ま
り
を
收
め
る
新
し
い
編
輯
の
テ
ク
ス
ト
數

種
も
公
表
さ
れ
た
。

重
要
な
こ
と
は
、『
趙
州
錄
』
に
收
め
る
こ
れ
ら
の
問
答
の
も
つ
禪
の
思
想
を
ど
う
讀
み
取
る
か
で
あ
る
が
、
本
文
を
正
確
仔
細
に
讀

解
し
て
、
唐
代
禪
の
思
想
に
對
す
る
説
得
力
を
も
っ
た
注
解
を
な
し
た
研
究
は
、
遺
憾
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
な
い
。
現
在
わ
れ
わ
れ
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
デ
ー
タ
ー
檢
索
を
利
用
し
て
關
係
す
る
語
彙
・
事
項
を
檢
出
し
て
注
を
書
く
こ
と
は
容
易
に
な
っ
た
。
佛
教
教
理
學
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の
術
語
も
各
種
の
大
藏
經
、
續
藏
經
か
ら
簡
單
に
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
目
下
中
國
か
ら
『
趙
州
錄
』
の
校
注
と
称
す
る
數
種

の
出
版
物
は
こ
う
し
て
簡
單
安
易
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
歩
進
ん
で
、
問
答
そ
の
も
の
が
含
む
問
題
、
つ
ま
り
問
答
す
る

禪
僧
た
ち
が
い
か
な
る
佛
教
思
想
、
禪
思
想
を
持
ち
、
い
か
な
る
具
體
的
課
題
を
め
ぐ
っ
て
問
い
答
え
、
か
れ
ら
が
一
連
の
問
答
を
通
し

て
い
か
な
る
境
界
に
達
し
た
の
か
に
つ
い
て
探
究
し
た
本
は
ひ
と
つ
も
な
い
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
こ
そ
が
校
注
者
に
と
っ
て
解
決
せ
ね
ば

な
ら
な
い
も
っ
と
も
緊
要
の
問
題
で
あ
り
、
讀
者
に
と
っ
て
も
も
っ
と
も
關
心
を
も
つ
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。

佛
教
は
中
國
漢
代
の
社
會
に
傳
わ
り
、
八
百
年
を
經
過
し
て
、
唐
代
に
至
る
と
天
台
宗
・
華
嚴
宗
な
ど
の
宗
派
の
教
理
學
者
が
唯
識
・

中
觀
等
の
理
論
に
對
し
て
精
緻
な
研
究
を
行
な
っ
て
佛
教
教
理
學
を
發
展
さ
せ
、
そ
の
成
果
は
頂
點
に
達
し
た
。
佛
教
教
理
学
は
ほ
ん
ら

い
成
佛
の
た
め
の
理
論
で
あ
り
、
ひ
と
び
と
を
苦
惱
か
ら
解
放
す
る
た
め
の
理
論
で
あ
る
が
、
學
者
た
ち
の
長
期
に
わ
た
る
精
密
な
分
析
・

歸
納
演
繹
・
整
合
の
努
力
の
結
果
、
却
っ
て
理
論
は
煩
瑣
哲
學
化
し
、
人
と
成
佛
を
切
り
離
し
、
人
と
成
佛
の
距
離
を
ま
す
ま
す
遠
ざ
け

る
も
の
と
な
っ
た
。
中
唐
時
代
の
新
興
禪
宗
は
、
佛
教
が
一
種
の
桎
梏
と
化
し
た
局
面
に
興
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。
禪
宗
は
「
佛
は
人
に

遠
か
ら
ず
」、「
性
は
作
用
に
在
り
」、「
色し

き

を
見
て
即す
な
わ是
ち
心
を
見
る
」、「
隨
處
に
主
と
作な

ら
ば
、
立
つ
処
皆
な
眞
な
り
」
と
い
っ
た
簡
明

直
截
な
理
論
を
宣
言
し
て
、
當
時
の
戰
爭
が
頻
發
し
、
政
治
が
腐
敗
し
、
經
濟
が
混
亂
し
た
社
會
に
あ
っ
て
、
佛
教
界
の
み
な
ら
ず
廣
汎

な
知
識
人
に
強
い
衝
擊
を
與
え
た
。
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
～
七
八
八
）
が
創
始
し
た
新
興
禪
宗
洪
州
宗
は
「
即
心
是
佛
」（
わ
が
心
こ
そ
が

佛
で
あ
る
と
い
う
佛
性
論
）、「
性
在
作
用
」（
佛
性
は
見
聞
覺
知
、
言
語
應
對
の
は
た
ら
き
に
發
揮
さ
れ
る
以
上
、
作
用
を
通
し
て
こ
れ
を
識
得
す
る
こ

と
が
悟
り
で
あ
る
と
い
う
悟
道
論
）、「
無
事
無
爲
」（
理
想
を
外
に
求
め
ず
、
平
常
の
心
で
生
活
す
る
こ
と
が
あ
り
う
べ
き
生
き
か
た
で
あ
る
と
い
う
修

道
論
）
と
い
う
宗
旨
を
揭
げ
た
が
、
の
ち
晩
唐
五
代
の
時
期
に
到
る
と
、
地
方
の
軍
閥
政
權
が
各
自
に
戒
壇
を
設
け
て
度
僧
し
た
結
果
、

禪
宗
内
部
に
一
種
の
大
衆
化
現
象
（
實
際
に
は
禪
僧
の
質
的
低
下
）
が
起
こ
り
、
禪
宗
理
論
の
庸
俗
的
理
解
が
蔓
延
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、

馬
祖
禪
に
對
す
る
再
檢
討
と
い
う
こ
と
が
こ
の
時
期
の
禪
僧
た
ち
の
主
要
課
題
と
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
晩
唐
時
代
の
『
趙
州
錄
』
を
讀
み
注
釋
を
書
く
際
に
は
、『
趙
州
錄
』
中
に
交
わ
さ
れ
る
問
答
の
思
想
史
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的
背
景
を
理
解
し
て
、
讀
者
に
説
明
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
禪
僧
の
用
い
る
イ
ン
ド
佛
教
の
術
語
の
原
義
の
み
な
ら
ず
、
問
題

と
さ
れ
た
主
題
の
當
時
の
中
國
佛
教
教
理
學
に
お
け
る
解
釋
、
さ
ら
に
當
時
の
禪
僧
の
佛
教
教
理
に
對
す
る
見
か
た
と
新
解
釋
等
の
思
想

史
的
な
説
明
を
お
こ
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
て
は
じ
め
て
『
趙
州
錄
』
問
答
の
思
想
内
容
が
明
ら
か
に
な
り
、
問
答
の
十
全

な
理
解
に
達
し
う
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
、
言
う
は
易
く
行
な
い
難
い
努
力
目
標
で
は
あ
る
が
。

【
趙
州
和
尚
十
二
時
歌
】

「
十
二
時
歌
」
と
は
、
一
日
十
二
時
（
鷄
鳴
丑
、
平
旦
寅
、
日
出
卯
、
食
時
辰
、
禺
中
巳
、
日
南
午
、
日
昳
未
、
晡
時
申
、
日
入
酉
、
黃
昏
戌
、
人

定
亥
、
半
夜
子
）
の
生
活
を
「
三
韻
七
韻
七
七
韻
、
三
三
韻
七
韻
七
七
韻
」
の
定
型
を
聯
ね
て
歌
う
數
え
歌
の
「
分
時
定
格
聯
章
」
と
呼
ば

れ
る
歌
辭
で
あ
る
。
口
語
で
歌
わ
れ
る
民
間
歌
謠
で
、そ
の
淵
源
は
南
北
朝
梁
代
の
こ
ろ
に
始
ま
り
、寶
誌
（
四
一
八
～
五
一
四
）
に
「
十
二

時
」（
十
二
辰
歌
）
の
作
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
（
王
昆
吾
『
隋
唐
五
代
燕
樂
雜
言
歌
辭
研
究
』，
中
華
書
局
，
一
九
九
六
年
）、『
景
德
傳
燈
錄
』

卷
二
九
に
收
錄
す
る
現
存
「
誌
公
十
二
時
頌
」
は
そ
の
内
容
と
押
韻
か
ら
見
て
中
唐
以
後
の
僞
作
で
あ
る
（
賈
晉
華
「
傳
世
寶
誌
禪
偈
考
辨
」，

『
中
國
禪
學
』
二
〇
〇
四
年
第
三
期
）。
唐
代
の
作
品
は
敦
煌
發
見
の
寫
本
（
任
半
塘
『
敦
煌
歌
辭
總
編
』
下
册
，
上
海
古
籍
出
版
社
，
一
九
八
七
年
）

が
の
こ
さ
れ
て
お
り
、
内
容
も
通
俗
道
德
、
詠
史
、
佛
教
的
勸
善
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
形
式
に
も
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
。

禪
僧
の
作
品
に
は
雲
門
文
偃
（
八
六
四
～
九
四
九
）
の
「
十
二
時
偈
」
二
套
（『
祖
堂
集
』
卷
一
一
，
三
韻
七
韻
七
七
韻
／
『
雲
門
廣
錄
』
卷
下
，

三
韻
五
韻
）
お
よ
び
汾
陽
善
昭
（
九
四
六
～
一
〇
二
三
）
の
「
十
二
時
歌
」（『
汾
陽
無
德
禪
師
語
錄
』
卷
下
，三
韻
七
韻
七
七
韻
）、雪
竇
重
顯
（
九
八
〇

～
一
〇
五
二
）
の
「
往
復
無
間
十
二
首
」（『
祖
英
集
』
卷
上
，『
明
覺
禪
師
語
錄
』
卷
五
，
三
韻
七
韻
七
七
韻
）
が
あ
り
、
い
づ
れ
も
禪
理
を
説
く

も
の
で
あ
る
が
、こ
れ
ら
に
對
し
て
趙
州
の
本
歌
は
一
日
十
二
時
に
即
し
た
禪
僧
の
生
活
（
趙
州
觀
音
院
の
生
活
）
を
歌
う
と
い
う
き
わ
だ
っ

た
特
徴
を
も
ち
、
こ
こ
か
ら
從
諗
禪
師
の
河
北
趙
州
觀
音
院
に
お
け
る
生
活
感
情
が
知
ら
れ
、『
趙
州
錄
』
に
記
錄
さ
れ
た
對
話
の
背
景

を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
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唐
代
の
禪
院
に
お
け
る
禪
僧
の
實
際
の
生
活
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
は
極
め
て
少
な
い
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
六
「
温
州
瑞
鹿

寺
本
先
禪
師
章
」
に
下
記
の
上
堂
語
が
あ
る
。
瑞
鹿
本
先
（
九
四
二
～
一
〇
〇
八
）
は
五
代
か
ら
宋
初
に
か
け
て
の
温
州
永
嘉
の
人
、
天
台

德
韶
の
法
嗣
。
德
韶
の
示
し
た
六
祖
の
「
風
旙
問
答
」
に
よ
っ
て
開
悟
し
、作
っ
た
三
頌
「
非
風
旙
動
仁
者
心
動
頌
」、「
見
色
便
見
心
頌
」、

「
明
自
己
頌
」
は
投
機
の
偈
で
あ
っ
た
。
瑞
鹿
寺
に
住
し
て
、「
師
は
爾そ

れ
よ
り
足
は
城
邑
を
歷
ず
、
手
は
財
貨
に
度ふ

れ
ず
、
卧
具
を
設
け

ず
、
繭
絲
を
衣き

ず
、
卯
齋
す
る
こ
と
終
日
、
宴
坐
し
て
申
よ
り
旦
に
い
た
る
。
徒
衆
を
誨
誘
す
る
こ
と
、
朝
夕
に
懇
至
な
り
。
三
十
載
を

踰
ゆ
る
も
、
其
の
志
彌い

よ

い
よ
厲は
げ

し
」
と
い
う
。
温
州
瑞
鹿
寺
の
一
日
の
生
活
を
敍
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

又
云
：
「
晨
朝
起
來
，
洗
手
面
盥
漱
了
，
喫
茶
；
喫
茶
了
，
佛
前
禮
拜
；
佛
前
禮
拜
了
，
和
尚
主
事
處
問
訊
；
和
尚
主
事
處
問
訊
了
，

僧
堂
裏
行
益
；
僧
堂
裏
行
益
了
，
上
堂
喫
粥
；
上
堂
喫
粥
了
，
歸
下
處
打
睡
；
歸
下
處
打
睡
了
，
起
來
洗
手
面
盥
漱
；
起
來
洗
手
面
盥

漱
了
，
喫
茶
；
喫
茶
了
，
東
事
西
事
；
東
事
西
事
了
，
齋
時
僧
堂
裏
行
益
；
齋
時
僧
堂
裏
行
益
了
，
上
堂
喫
飯
；
上
堂
喫
飯
了
，
盥
漱
；

盥
漱
了
，
喫
茶
；
喫
茶
了
，
東
事
西
事
；
東
事
西
事
了
，
黃
昏
唱
禮
；
黃
昏
唱
禮
了
，
僧
堂
前
喝
參
；
僧
堂
前
喝
參
了
，
主
事
處
喝
參
；

主
事
處
喝
參
了
，
和
尚
處
問
訊
；
和
尚
處
問
訊
了
，
初
夜
唱
禮
；
初
夜
唱
禮
了
，
僧
堂
前
喝
珍
重
；
僧
堂
前
喝
珍
重
了
，
和
尚
處
問
訊
；

和
尚
處
問
訊
了
，
禮
拜
行
道
，
誦
經
念
佛
。
如
此
之
外
，
或
往
莊
上
，
或
入
郡
中
，
或
歸
俗
家
，
或
到
市
肆
。
既
有
如
是
等
運
爲
，
且

作
麼
生
説
个
勿
轉
動
相
底
道
理
？
且
作
麼
生
説
个
那
伽
常
在
定
？
無
有
不
定
體
底
道
理
，還
説
得
麼
？
若
也
説
得
，一
任
説
取
。珍
重
！
」

（
ま
た
言
う
、「
朝
起
き
て
手
と
顔
を
洗
い
、
口
を
漱
い
で
、
茶
堂
で
お
茶
を
飲
む
。
お
茶
を
飲
み
お
わ
っ
て
、
佛
殿
で
禮
拜
す
る
。
佛
殿
で
禮
拜
し

お
わ
っ
て
、
和
尚
、
主
事
の
所
へ
行
っ
て
挨
拶
を
す
る
。
和
尚
、
主
事
の
所
へ
行
っ
て
挨
拶
を
し
お
わ
っ
て
、
僧
堂
で
朝
餉
の
粥
を
配
る
。
僧
堂
で

朝
餉
の
粥
を
配
り
お
わ
っ
て
、
食
堂
へ
行
っ
て
粥
を
食
べ
る
。
食
堂
へ
行
っ
て
粥
を
食
べ
お
わ
っ
て
、
案
下
處
で
ひ
と
眠
り
す
る
。
案
下
處
で
ひ
と

眠
り
し
お
わ
っ
て
、
起
き
て
手
と
顔
を
洗
い
口
を
漱
ぐ
。
起
き
て
手
と
顔
を
洗
い
口
を
漱
ぎ
お
わ
っ
て
、
茶
堂
へ
行
っ
て
お
茶
を
飲
む
。
お
茶
を
飲
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み
お
わ
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
の
雜
用
を
す
る
。
あ
れ
こ
れ
の
雜
用
を
し
お
わ
っ
て
、
黃
昏
鐘
が
鳴
る
と
黃
昏
偈
を
唱
え
る
。
黃
昏
偈
を
唱
え
お
わ
っ
て
、

僧
堂
へ
行
っ
て
〈
參
！
〉
と
報
告
す
る
。
僧
堂
へ
行
っ
て
〈
參
！
〉
と
報
告
し
お
わ
っ
て
、
主
事
の
所
へ
行
っ
て
〈
參
！
〉
と
報
告
す
る
。
主
事
の

所
へ
行
っ
て
〈
參
！
〉
と
報
告
し
お
わ
っ
て
、
和
尚
の
所
へ
行
っ
て
挨
拶
を
す
る
。
和
尚
の
所
へ
行
っ
て
挨
拶
を
し
お
わ
っ
て
、
初
夜
偈
を
唱
え
る
。

初
夜
偈
を
唱
え
お
わ
っ
て
、
僧
堂
へ
行
っ
て
〈
珍
重
！
〉
と
言
う
。
僧
堂
へ
行
っ
て
〈
珍
重
！
〉
と
言
い
お
わ
っ
て
、
和
尚
の
所
へ
行
っ
て
挨
拶
を

す
る
。
和
尚
の
所
へ
行
っ
て
挨
拶
し
お
わ
っ
て
、
佛
殿
で
禮
拜
し
行
道
し
つ
つ
讀
經
念
佛
す
る
。
こ
れ
以
外
に
、
寺
田
へ
行
っ
て
作
務
を
し
た
り
、

郡
の
役
所
へ
行
っ
て
用
事
を
し
た
り
、
信
者
の
家
で
法
事
を
務
め
た
り
、
市
場
商
店
へ
買
い
物
に
出
か
け
た
り
す
る
。
こ
う
い
っ
た
種
々
の
行
な
い

が
あ
る
が
、
動
轉
な
き
不
動
の
道
理
を
い
か
に
言
う
か
？
那
伽
が
行
住
坐
臥
つ
ね
に
禪
定
に
あ
る
こ
と
を
い
か
に
言
う
か
？
そ
の
禪
定
に
あ
る
本
體

の
な
き
こ
と
を
、
言
い
留
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
？
も
し
言
え
る
な
ら
、
言
う
が
よ
か
ろ
う
。
お
ん
み
珍
重
さ
れ
ん
こ
と
を
！
」）

こ
こ
に
く
ど
く
ど
と
敍
べ
ら
れ
た
の
が
、
宋
初
温
州
の
瑞
鹿
寺
と
い
う
禪
院
の
日
常
生
活
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
長
々
と
敍
べ
た
本
先

禪
師
の
本
意
は
、
行
住
坐
臥
、
見
聞
覺
知
の
主
體
を
し
か
と
見
よ
と
い
う
こ
と
で
、
別
の
上
堂
語
に
も
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

諸
人
若
也
參
學
，
應
須
眞
實
參
學
，
始
得
眞
實
參
學
也
。
行
時
行
時
參
取
，
立
時
立
時
參
取
，
坐
時
坐
時
參
取
，
眠
時
眠
時
參
取
，

語
時
語
時
參
取
，
默
時
默
時
參
取
，
一
切
作
務
時
一
切
作
務
時
參
取
。
既
向
如
是
等
時
參
，
且
道
參
箇
甚
人
？
參
箇
什
麼
説
？
到
遮
裏

須
自
有
箇
明
白
處
始
得
。
若
非
明
白
處
，
喚
作
造
次
參
學
，
則
無
究
了
。

（
諸
君
！
わ
た
し
の
と
こ
ろ
で
參
學
し
よ
う
と
言
う
な
ら
、眞
實
の
參
學
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
眞
實
の
參
學
と
は
、歩
く
時
に
は
歩
く
時
に
參
ぜ
よ
、

立
つ
時
に
は
立
つ
時
に
參
ぜ
よ
、
坐
る
時
に
は
坐
る
時
に
參
ぜ
よ
、
眠
る
時
に
は
眠
る
時
に
參
ぜ
よ
、
話
す
時
に
は
話
す
時
に
參
ぜ
よ
、
默
す
る
時

に
は
默
す
る
時
に
參
ぜ
よ
、
す
べ
て
の
作
務
を
す
る
時
に
は
す
べ
て
の
作
務
を
す
る
時
に
參
ぜ
よ
。
こ
う
い
う
時
に
參
じ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ど
ん
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な
人
に
參
じ
た
の
か
？
ど
ん
な
言
説
に
參
じ
た
の
か
？
こ
こ
で
自
分
自
身
に
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
は
っ
き
り
わ

か
っ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
無
駄
な
參
學
と
言
う
ほ
か
な
く
、
究
極
に
は
到
達
で
き
ぬ
。）

こ
れ
は
の
ち
の
「
無
字
の
公
案
」
の
工
夫
の
一
歩
手
前
ま
で
來
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
ふ
た
つ
の
上
堂
語
か
ら
は
な
お
本
先
禪
師

の
も
つ
禪
の
お
お
ら
か
さ
が
あ
る
。
こ
れ
を
趙
州
和
尚
の
「
十
二
時
歌
」
と
比
べ
て
み
る
と
、河
北
趙
州
觀
音
院
の
貧
窮
ぶ
り
に
對
し
て
、

温
州
と
い
う
土
地
柄
で
あ
ろ
う
、
瑞
鹿
寺
の
豐
か
さ
は
鮮
明
で
あ
る
。
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
に
日
本
の
求
法
僧
圓
仁
一
行
四
人
が
山
東

登
州
か
ら
河
北
趙
州
、
鎭
州
を
經
て
山
西
の
五
臺
山
へ
巡
禮
し
た
時
、
こ
の
地
方
の
情
況
を
記
錄
し
て
い
る
。
赤
山
法
華
院
で
僧
衆
に
五

臺
山
巡
禮
の
こ
と
を
告
げ
る
と
、「
青
州
以
來
の
諸
處
は
、
近
三
四
年
、
蝗
蟲
災
有
り
て
、
穀
稻
を
喫
却
す
。
人
は
飢
貧
な
る
に
緣よ

っ
て
、

多
く
賊
人
有
り
、
煞
奪
す
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
。
又
た
行
客
は
飯
を
乞
う
も
、
人
の
布
施
す
る
も
の
無
し
。
當
今
四
人
同
行
せ
ば
、
計
る

に
應
に
太は

な
はだ
難
か
る
べ
し
」
と
忠
告
さ
れ
、
ま
た
「
如も

し
行
か
ん
と
欲ほ

っ要
せ
ば
、
且
ら
く
揚
、
楚
州
界
に
向
か
わ
ば
、
彼
方
は
穀
熟
し
、

飯
食
は
得
易
か
ら
ん
」。
そ
こ
か
ら
北
上
し
て
行
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
言
っ
て
い
る
。
事
實
か
れ
ら
が
趙
州
寧
晉
縣
東
の
唐
城
寺
に
宿
を

乞
う
て
泊
っ
た
時
、「
寺
は
極
め
て
貧
疎
、
僧
は
心
庸
賤
」
で
あ
っ
た
。
巡
禮
者
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
普
通
院
と
い
う
無
料
宿
泊
所
も
、

「
院
中
曾
っ
て
粥
飯
有
ら
ず
。
近
年
の
蟲
災
に
緣
っ
て
、
今
糧
食
無
し
」、「
趙
州
よ
り
已
來
、
直
ち
に
此こ

こ間
に
至
る
ま
で
、
三
四
年
來
、

蝗
蟲
災
有
り
て
、
五
穀
熟
さ
ず
、
糧
食
得
難
し
」（『
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
』
卷
二
、
開
成
五
年
五
月
廿
四
、
廿
五
日
條
）
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ

た
。
趙
州
和
尚
は
「
老
僧
此こ

こ間
に
在
る
こ
と
三
十
年
、
未
だ
曾
っ
て
一
箇
の
禪
師
の
此
間
に
到
る
も
の
有
ら
ず
。
設た
と

い
來
る
も
の
有
る
と

も
、
一
宿
一
食
し
て
急
ぎ
走
過
し
て
、
且
つ
軟
暖
の
處
を
趂お

い
去ゆ

く
な
り
」（『
趙
州
錄
』
六
二
）
と
言
っ
て
い
る
。「
軟
暖
の
處
」
と
は
物

資
豐
か
な
南
方
の
叢
林
を
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
兩
所
の
日
常
生
活
に
上
堂
説
法
の
行
事
に
ふ
れ
な
い
の
は
不
可
解
で
、『
景
德
傳
燈
錄
』
の
「
温
州
瑞
鹿
寺
本
先
禪
師
章
」

に
は
い
く
つ
も
の
上
堂
語
を
載
せ
、『
趙
州
錄
』
に
も
短
い
な
が
ら
上
堂
語
が
あ
る
。
臨
濟
義
玄
（
？
～
八
六
六
）
の
住
し
た
鎭
州
臨
濟
院
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は
滹
沱
河
畔
の
小
院
で
、
お
そ
ら
く
常
住
僧
は
少
な
く
、『
臨
濟
錄
』
の
示
衆
は
主
に
五
臺
山
巡
禮
僧
を
相
手
に
し
た
説
法
で
あ
っ
た
。

ゆ
え
に
行
脚
の
問
題
に
多
く
言
及
し
て
お
り
、
趙
州
和
尚
の
對
告
衆
も
お
そ
ら
く
同
じ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、「
十
二
時
歌
」
に
は
上

堂
示
衆
に
は
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

本
譯
注
の
「
趙
州
和
尚
十
二
時
歌
」
が
趙
州
觀
音
院
の
日
常
生
活
を
俗
謠
形
式
で
歌
っ
て
い
る
の
は
、
戲
畫
化
さ
れ
た
虚
構
の
創
作
を

裝
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
趙
州
和
尚
の
眞
情
を
敍
べ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
歌
辭
の
表
現
の
ふ
く
ら
み
を
讀
み
取
る
な
か
で
見

え
て
く
る
の
で
あ
る
。

趙
州
は
「
十
二
時
中
、
如
何
ん
が
淘
汰
せ
ん
？
」
の
問
い
に
「
奈
河
之
水
西
流
急
」
と
い
う
「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
の
詞
の
一

句
を
唸
っ
て
答
え
た
こ
と
が
あ
り
（
入
矢
義
高
「
變
文
二
則
」，『
増
補	

求
道
と
悦
樂
』
岩
波
現
代
文
庫
，
二
〇
一
二
年
）、
本
歌
も
お
そ
ら
く
節

を
つ
け
て
歌
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
分
時
定
格
聯
章
」
歌
辭
に
は
ほ
か
に
「
五
更
轉
」、「
十
二
月
歌
」、「
百
歲
篇
」（
任
半
塘
『
敦

煌
歌
辭
總
編
』
下
册
）
が
あ
り
、
荷
澤
神
會
（
六
八
四
～
七
五
八
）
に
「
荷
澤
寺
神
會
和
尚
五
更
轉
」
二
套
が
あ
る
（
唐
代
語
錄
研
究
班
『
神
會

の
語
錄	

壇
語
』
附
錄
，
禪
文
化
研
究
所
，
二
〇
〇
六
年
）。

『
趙
州
錄
』
研
究
資
料

一
．
テ
ク
ス
ト

（
１
）
無
著
校
寫
『
古
尊
宿
語
要
・
趙
州
語
錄
』
三
卷
（
柳
田
聖
山
編
禪
學
叢
書
唐
代
資
料
編
，
中
文
出
版
社
，
一
九
七
三
年
）

花
園
大
學
藏
寫
本
の
影
印
（
宋
版
『
古
尊
宿
語
要
』
に
對
す
る
無
著
道
忠
の
校
訂
）。
附
錄
：
無
著
道
忠
「
鼓
山
元
撰
古
尊
宿
語
錄

校
訛
」、
柳
田
聖
山
「
古
尊
宿
語
録
考
」。

（
２
）
鈴
木
大
拙
校
閲
、
秋
月
龍
珉
校
訂 

國
譯
『
趙
州
禪
師
語
錄
』
三
卷
（
春
秋
社
，
一
九
六
四
年
）

一
九
六
一
年
刊
松
が
岡
文
庫
版
の
増
補
改
訂
普
及
版
（
底
本
は
大
東
急
文
庫
藏
『
續
開
古
尊
宿
語
要
』）。
校
訂
本
文
五
二
五
則
、
行
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狀
、
趙
王
眞
讚
、
哭
詩
二
首
、
重
刻
序
、
國
譯
（
訓
讀
）、「
祖
堂
集
、
景
德
傳
燈
錄
、
古
尊
宿
語
錄
對
照
表
」、
索
引
。

（
３
）
張
子
開
（
勇
）
校
訂
『
趙
州
錄
』（
中
國
禪
宗
典
籍
叢
刊
，
中
州
古
籍
出
版
社
，
二
〇
〇
一
年
）

本
文
五
二
〇
則
（
明
版
嘉
興
大
藏
經
本
を
底
本
、
永
樂
南
藏
、
徑
山
藏
を
校
本
と
し
、
校
記
を
附
す
）、
補
遺
三
九
則
、
附
錄
：
傳
記
、
序
、

贊
の
校
錄
、
法
嗣
、
研
究
（
語
錄
の
系
譜
、
傳
記
）。

（
４
）
呉
言
生
編
『
趙
州
錄
校
註
集
評
』（
二
册
，
中
國
社
會
科
學
出
版
社
，
二
〇
〇
八
年
）

本
文
六
一
五
則
（
五
二
五
則
＋
補
遺
九
〇
則
。
秋
月
校
本
を
底
本
、
永
樂
南
藏
、
徑
山
藏
を
校
本
と
す
）、
校
記
、
箋
註
（「
採
取
以
禪
證

禪
的
方
法
」）、
集
評
、
總
評
［
行
狀
、
傳
記
、
語
錄
序
、
歷
代
題
詠
、
歷
代
詩
詠
］。

（
５
）
徐
琳
校
注
『
趙
州
錄
校
注
』（
中
國
佛
教
典
籍
選
刊
，
中
華
書
局
，
二
〇
一
七
年
）

明
版
嘉
興
藏
三
卷
本
を
底
本
と
し
、
五
二
一
則
＋
補
遺
七
九
則
、
附
錄
に
資
料
集
、
趙
州
公
案
一
九
則
。

二
．
資
料
集

（
１
）
張
勇
『
趙
州
從
諗
研
究
資
料
輯
注
』（
俗
文
化
研
究
叢
書
，
巴
蜀
書
社
，
二
〇
〇
六
年
）

圖
像
、
傳
記
、
序
賛
等
、
法
嗣
、
與
佛
教
界
之
交
渉
、
其
他
有
關
論
述
。

三
．
譯
注
、
論
文
、
評
傳
、
提
唱

（
１
）
秋
月
龍
珉
譯
注
『
趙
州
錄
』（
禪
の
語
錄
一
一
，
筑
摩
書
房
，
一
九
七
二
年
）

譯
注
（
秋
月
校
本
を
底
本
と
す
）、
解
説
、
索
引
。

（
２
）
村
上
俊
「
趙
州
の
禪
風
」、「
趙
州
と
〈
信
心
銘
〉」（『
花
園
大
學
國
際
禪
學
研
究
所
研
究
報
告
』
第
四
冊
，
一
九
九
八
年
）

村
上
俊
（
一
九
五
〇
～
一
九
九
五
）
の
遺
稿
。
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（
３	

）R
adical Zen The Sayings of Josyu, Translated w

ith a com
m

entary by Yoel H
offm

ann, Autum
n Press,  

Brookline, M
assachusetts.1978.

譯
者
は
イ
ス
ラ
エ
ル
人
學
者
で
、
日
本
滯
在
中
の
英
譯
。
秋
月
譯
注
を
主
た
る
參
考
書
と
す
る
。

（
４	

）The R
ecorded Sayings of Zen M

aster Josyu,	Translated and introducted by Jam
es G

reen, Sham
bhara 

Publications, Boston, 2001.

譯
者
は
ア
メ
リ
カ
人
學
者
で
、
京
都
東
福
寺
福
島
慶
道
老
師
の
も
と
で
禪
僧
と
し
て
修
行
を
し
た
。
底
本
は
春
秋
社
版
『
趙
州

禪
師
語
錄
』、
簡
單
な
注
を
附
す
。
福
島
慶
道
老
師
の
序
を
冠
す
る
。

（
５
）
沖
本
克
己
『
趙
州　

飄
々
と
禪
を
生
き
た
達
人
の
鮮
か
な
風
光
』（
唐
代
の
禪
僧
六
，
臨
川
書
店
，
二
〇
〇
八
年
）

著
者
は
花
園
大
學
名
誉
教
授
。
評
傳
シ
リ
ー
ズ
「
唐
代
の
禪
僧
」
の
一
册
。

（
６
）
福
島
慶
道
『
趙
州
錄
提
唱
』（
春
秋
社
，
二
〇
一
三
年
）

福
島
慶
道
老
師
（
一
九
三
三
～
二
〇
一
一
）
の
一
九
九
五
年
よ
り
二
〇
〇
三
年
に
わ
た
る
『
趙
州
錄
』
の
提
唱
か
ら
一
七
則
を
整

理
し
て
出
版
。

（
７
）
首
屆
河
北
〈
趙
州
禪
、
臨
濟
禪
、
生
活
禪
〉
學
術
論
壇
論
文
集
『
趙
州
禪
』（
中
州
古
籍
出
版
社
，
二
〇
一
一
年
）

「
趙
州
禪
」
論
文
十
五
篇
、「
禪
學
」
論
文
十
九
篇
を
收
錄
。

四
．
索
引

（
１	

）
ウ
ル
ス
・
ア
ッ
プ
編
『
趙
州
錄
一
字
索
引
』（
花
園
大
學
一
字
索
引
シ
リ
ー
ズ
一
〇
，花
園
大
學
國
際
禪
學
研
究
所
，一
九
九
六
年
）

底
本
は
『
續
藏
經
』
第
一
一
八
册
所
收
『
古
尊
宿
語
錄
』
卷
一
三
、一
四
。
句
讀
は
梁
曉
虹
。
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【
趙
州
錄
譯
注
凡
例
】

一	
．
本
『
趙
州
錄
』
譯
注
に
用
い
る
底
本
は
無
著
道
忠
校
寫
『
古
尊
宿
語
要
』
の
『
趙
州
語
錄
』
三
卷
（
柳
田
聖
山
編
『
禪
學
叢
書
唐
代

資
料
編
』
所
收
，
中
文
出
版
社
，
一
九
七
三
年
）
で
あ
る
。

二	

．
參
校
本
は
以
下
に
列
す
る
趙
州
の
語
を
錄
す
る
典
籍
で
あ
る
。

『
祖
堂
集
』　

孫
昌
武
、
衣
川
賢
次
、
西
口
芳
男
點
校
，
中
國
佛
教
典
籍
選
刊
，
中
華
書
局
，
第
二
次
印
刷
版
，
二
〇
一
〇
年

『
景
德
傳
燈
錄
』　

禪
文
化
研
究
所
『
基
本
典
籍
叢
刊
』

『
傳
燈
玉
英
集
』　

柳
田
聖
山
編
『
禅
学
叢
書
唐
代
資
料
編
』

『
南
泉
語
要
』　

無
著
道
忠
校
寫
『
古
尊
宿
語
要
』（『
禅
学
叢
書
唐
代
資
料
編
』）

『
汾
陽
無
德
禪
師
語
錄
』、『
虛
堂
和
尚
語
錄
』、『
宏
智
廣
錄
』、『
禪
宗
無
門
關
』　
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
本

『
宗
門
統
要
集
』、『
宗
門
聯
燈
會
要
』、『
五
燈
會
元
』、『
佛
果
擊
節
録
』、『
指
月
錄
』、『
石
田
法
薫
禪
師
語
錄
』、『
了
堂
惟
一
禪
師
語
錄
』、

『
禪
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』、『
宗
門
拈
古
彙
集
』、『
宗
鑑
法
林
』、『
拈
八
方
珠
玉
集
』　
『
續
藏
經
』
本　

『
禪
門
拈
頌
集
』　

柳
田
聖
山
、
椎
名
宏
雄
編
『
禪
學
典
籍
叢
刊
』
臨
川
書
店
，
二
〇
〇
〇
年

三	

．
本
稿
は
「
趙
州
和
尚
十
二
時
歌
」
十
二
首
の
本
文
、
日
譯
、
注
釋
か
ら
成
る
。
二
〇
一
七
年
の
花
園
大
學
で
の
課
外
講
座
「
趙
州
錄

を
讀
む
會
」
の
た
め
に
作
成
配
布
し
た
譯
注
で
、
二
〇
二
一
年
八
月
に
補
訂
し
た
。
拙
稿
『
趙
州
錄
譯
注
』
の
冒
頭
に
置
く
も
の
。

趙
州
和
尚
十
二
時
歌

（
一
）
鷄
鳴
丑
。	

鷄け
い
め
い
ち
ゅ
う

鳴
丑

愁
見
起
來
還
漏
逗
。	

愁
い
見
る	

起
き
來き
た

れ
ば
還か
え

っ
て
漏ろ
う
と
う逗
な
る
を
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裙
子
褊
衫
箇
也
無
，
袈
裟
形
相
些
些
有
。	

裙く
ん

子す

褊へ
ん
さ
ん衫
は
箇ひ
と
つも
也ま

た
無
く
、
袈け

さ裟
の
形ぎ
ょ
う
そ
う相は
些す

こ些
し
有
り

裩
無
腰
，
袴
無
口
，	

裩こ
ん

は
腰
い
ち
ま
いも
無
く
、
袴こ

は
口
い
っ
ち
ゃ
くも
無
く

頭
上
青
灰
三
五
斗
。	

頭
上
に
は
青せ
い
か
い灰
三
五
斗

比
望
修
行
利
濟
人
，
誰
知
變
作
不
唧
溜
！	

比も
と

は
望
む	

修
行
し
て
人
を
利
濟
せ
ん
と
、
誰た
れ

か
知
ら
ん	

變
じ
て
不ふ

唧し
つ

溜り
ゅ
うと
作な

る
を

【
日
譯
】

鷄
の
鳴
く
丑
の
刻

眼
が
醒
め
て
わ
が
身
を
顧
み
れ
ば
、
な
ん
と
も
情
け
な
い

上
下
の
著
物
は
一
著
と
て
無
く

ま
と
も
な
の
は
わ
づ
か
に
法
衣
だ
け

下
穿
き
は
一
枚
も
な
け
れ
ば
、
も
も
ひ
き
一
著
も
な
い

頭
の
上
だ
け
は
灰
塵
が
三
斗
も
積
も
っ
て
い
る

昔
は
修
行
し
て
人
を
救
濟
す
る
の
だ
と
考
え
て
い
た
の
に

あ
あ
、
そ
れ
が
こ
ん
な
愚
か
な
ざ
ま
に
な
ろ
う
と
は
！

【
注
釋
】

○	

鷄
鳴
丑
，
愁
見
起
來
還
漏
逗　

鷄
が
鳴
く
丑
の
刻
は
午
前
二
時
前
後
で
、
起
床
を
促
す
時
刻
。「
漏
逗
」
は
疏
忽
、
迂
闊
か
ら
情
け
な

い
狀
態
に
な
る
こ
と
を
表
わ
す
疊
韻
語
（
去
聲
候
韻
）。
寢
起
き
か
ら
し
て
下
述
の
よ
う
な
情
け
な
く
、だ
ら
し
な
い
狀
態
だ
。
こ
の
「
漏

逗
」
の
あ
り
さ
ま
が
十
二
首
（
つ
ま
り
一
日
全
體
）
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。「
還
」
は
予
想
に
反
す
る
結
果
を
表
わ
す
副
詞
。
第
一
首
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の
押
韻
は
「
丑
」「
有
」
有
「
逗
」
候
「
口
」「
斗
」
厚
「
溜
」
宥
（
流
攝
尤
韻
上
去
聲
、
侯
韻
去
聲
通
押
）。

○	
裙
子
褊
衫
箇
也
無
，
袈
裟
形
相
些
些
有　
「
裙
子
褊
衫
」
は
下
著
（
も
す
そ
）
と
上
著
（
う
わ
っ
ぱ
り
）。
七
言
句
の
韻
律
の
た
め
倒
裝
し

て
い
る
。「
箇
」
は
量
詞
、「
一
箇
」（
一
枚
）
の
略
。「
袈
裟
」
は
僧
侶
の
法
衣
。「
些
些
」
は
わ
づ
か
を
い
う
。
こ
こ
は
袈
裟
だ
け
が

や
や
ま
と
も
な
狀
態
だ
と
い
う
意
。

○	

裩
無
腰
，
袴
無
口
，
頭
上
青
灰
三
五
斗　
「
裩
」
は
褌
の
類
、「
袴
」
は
そ
の
上
に
は
く
も
も
ひ
き
。「
腰
」、「
口
」
は
量
詞
。「
青
灰
」

は
灰
塵
。「
青
」は
黝
ず
ん
だ
色
。「
三
五
斗
」は
三
斗
ほ
ど
を
お
お
ざ
っ
ぱ
に
い
う
。
唐
末
の
一
斗
は
約
０
．
８
リ
ッ
ト
ル（
郭
正
忠『
三

至
十
四
世
紀
中
國
的
權
衡
度
量
』，
中
國
社
會
科
學
出
版
社
，
一
九
九
九
年
）。
む
ろ
ん
「
三
五
斗
」
は
誇
張
で
、
頭
は
塵
ま
み
れ
。
河
北
地
方

は
乾
燥
地
帶
で
埃
っ
ぽ
い
。

○	

比
望
修
行
利
濟
人
，
誰
知
變
作
不
唧
溜　
「
比
」
は
從
前
（
も
と
も
と
）
を
表
わ
す
副
詞
。「
修
行
し
て
人
を
利
濟
す
」
は
出
家
の
動
機

を
い
う
。「
不
喞
溜
」
は
口
語
で
不
慧
を
い
い
、「
俚
人
の
反
語
」（
巷
間
の
洒
落
言
葉
）
に
も
と
づ
く
と
さ
れ
る
。
宋
祁
『
宋
景
文
筆
記
』

（
卷
上
「
釋
俗
」）
に
い
う
、「
孫
炎
の
反
切
を
作
る
は
、
語
本も

と
俚
俗
の
常
言
に
出
で
、
尚
お
數
百
種
あ
り
。
故
に
〈
就
〉
を
謂
い
て
〈
鯽

溜
〉
と
爲
し
、
凡
そ
人
の
不
慧
な
る
者
を
即
ち
〈
不
鯽
溜
〉
と
曰
う
。
唐
の
盧
仝
の
詩
に
〈
不
鯽
溜
の
鈍
漢
〉
と
云
う
」（『
全
宋
筆
記
』

第
一
編
第
五
册
）。『
宗
門
方
語
』
に
「
不
喞
𠺕
，
不
淨
潔
，
又
云
不
成
就
」（『
禪
語
辭
書
類
聚
』，
禪
文
化
研
究
所
，
一
九
九
一
年
）。
口
語
の

表
記
で
あ
る
か
ら
文
字
は
口
、
魚
、
水
に
從
う
な
ど
一
定
し
な
い
。
な
お
、
第
一
首
は
『
虚
堂
錄
』
卷
七
「
寶
林
錄
」
に
も
引
か
れ
、

無
著
道
忠
『
虚
堂
錄
棃
耕
』
に
注
釋
が
あ
る
。

（
二
）
平
旦
寅
。	

平へ
い

旦た
ん

寅い
ん

荒
村
破
院
實
難
論
。	

荒
村
破
院
實ま
こ
とに
論
じ
難
し

解
齋
粥
米
全
無
粒
，
空
對
閑
窻
與
隙
塵
。	

解げ

齋さ
い

の
粥
米
は
全
て
粒つ
ぶ

無
く
、
空
し
く
對
す
閑
窻
と
隙
塵
に
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唯
雀
噪
，
勿
人
親
，	

唯
だ
雀
の
噪さ
わ

ぐ
の
み
、
人
の
親
し
む
勿な

し

獨
坐
時
聞
落
葉
頻
。	

獨ひ
と

り
坐
し
て
時
に
聞
く
落
葉
の
頻し
き

り
な
る
を

誰
道
出
家
憎
愛
斷
，
思
量
不
覺
淚
沾
巾
。	

誰
か
道い

わ
ん
出
家
は
憎
愛
を
斷
つ
と
、
思
量
し
て
覺
え
ず
淚
巾き
ん

を
沾う
る
おす

【
日
譯
】

日
が
地
平
線
に
あ
る
寅
の
刻

荒
れ
た
田
舎
の
村
に
あ
る
わ
が
ぼ
ろ
寺
は
言
う
に
堪
え
ぬ

齋
戒
を
解
い
て
米
粒
の
な
い
粥
を
す
す
り

溜
め
息
を
つ
い
て
窗
に
積
も
っ
た
塵
を
見
る

庭
に
は
雀
の
鳴
く
さ
わ
が
し
さ
ば
か
り
で
、
訪
ね
來
る
人
も
い
な
い

ひ
と
り
ぽ
つ
ね
ん
と
坐
せ
ば
、
落
葉
の
音
が
し
き
り
に
聞
こ
え
る

出
家
は
愛
憎
を
斷
つ
な
ど
と
言
う
の
は
う
そ
っ
ぱ
ち

わ
が
身
を
ふ
り
返
る
に
つ
け
、
涙
に
暮
れ
る

【
注
釋
】

○	

平
旦
寅　

太
陽
が
地
上
に
出
る
前
、
薄
明
の
時
刻
。
午
前
四
時
前
後
。
第
二
首
の
押
韻
は
「
寅
」「
親
」「
塵
」「
頻
」「
巾
」
眞
「
論
」

魂
（
臻
攝
眞
魂
韻
通
押
）。

○	

荒
村
破
院
實
難
論　

當
時
の
趙
州
觀
音
院
の
情
況
を
以
下
に
敍
べ
る
が
、
ま
こ
と
に
言
う
に
堪
え
な
い
。「
論
」
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
取

り
あ
げ
て
敍
べ
る
こ
と
。
第
五
首
（
禺
中
巳
）
に
「
端
無
く
も
請
わ
れ
て
村
僧
と
作な

っ
た
」
そ
の
寺
が
こ
の
「
荒
村
の
破
院
」
で
あ
っ
た
。
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○	

解
齋
粥
米
全
無
粒
，空
對
閑
窻
與
隙
塵　
「
解
齋
」
は
中
食
以
後
食
を
口
に
し
な
い
齋
戒
を
解
い
て
朝
の
粥
を
食
す
る
こ
と
。「
空
し
く
」

は
以
下
の
動
作
を
し
て
も
何
の
意
義
も
な
い
こ
と
。

○	
唯
雀
噪
，
勿
人
親
，
獨
坐
時
聞
落
葉
頻　

訪
ね
て
來
る
人
も
な
く
、
庭
は
閑
散
と
し
て
雀
の
鳴
く
聲
と
落
葉
の
音
の
み
。

○	

誰
道
出
家
憎
愛
斷
，
思
量
不
覺
淚
沾
巾　

苾
蒭
（
出
家
比
丘
）
は
も
と
西
域
の
草
の
名
で
、
そ
の
五
義
の
四
に
「
疾
病
を
療
ず
。
出
家

し
て
能
く
煩
惱
の
毒
害
を
斷
ず
る
に
喩
う
」
と
い
う
（『
祖
庭
事
苑
』
卷
四
）。
道
を
求
め
て
出
家
す
る
者
は
「
當
に
勤
め
て
懺
悔
し
、
先

づ
愛
憎
、
嫉
妬
、
諂
曲
、
勝
上
を
求
む
る
心
を
斷
つ
べ
し
」（『
圓
覺
經
』）
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
出
家
し
た
か
ら
と
い
っ
て
煩
惱
が
斷

た
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
こ
こ
で
は
「
煩
惱
を
斷
ぜ
ず
し
て
涅
槃
に
入
る
、是
れ
を
宴
坐
と
爲
す
」（『
維
摩
經
』
弟
子
品
舎
利
弗
）、「
煩

惱
を
斷
ず
る
を
即
ち
二
乘
と
名
づ
け
、
煩
惱
の
生
ぜ
ざ
る
を
大
涅
槃
と
名
づ
く
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
四
「
慧
忠
國
師
章
」）
と
い
う
高
尚

な
理
窟
を
最
初
か
ら
言
お
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。

（
三
）
日
出
卯
。	
日に
っ
し
ゅ
つ
ぼ
う

出
卯

清
淨
却
翻
爲
煩
惱
。	

清
し
ょ
う
じ
ょ
う
淨
は
却か

え翻
っ
て
煩
惱
と
爲
る

有
爲
功
德
被
塵
慢
，
無
限
田
地
未
曾
掃
。	

有う

い爲
の
功
德
は
塵
に
慢
ぜ
ら
れ
、
無
限
の
田
地
は
未
だ
曾か
つ

て
掃は

か
ず

攢
眉
多
，
稱
心
少
。	

眉
を
攢ひ
そ

め
る
こ
と
多
く
、
心
に
稱か
な

う
こ
と
少
な
し

尀
耐
東
村
黑
黃
老
，	

耐
え
尀が

た

き
は
東
村
の
黑こ
く
こ
う黃
老ろ
う

供
利
不
曾
將
得
來
，
放
驢
喫
我
堂
前
草
。	

供き
ょ
う
り利
は
曾か
つ

て
將も

ち
得
來き
た

ら
ず
、
驢ろ

を
放
っ
て
我
が
堂
前
の
草
を
喫は

わ
し
む

【
日
譯
】

日
の
出
の
卯
の
刻
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清
淨
は
却
っ
て
煩
惱
と
な
る

有
爲
の
功
德
は
煩
惱
に
欺
か
れ
て
無
に
歸
す
る
も
の

廣
い
庭
な
ど
一
度
も
掃
い
た
こ
と
が
な
い

け
し
か
ら
ぬ
こ
と
ば
か
り
多
く
、
心
に
喜
ば
し
き
こ
と
は
ひ
と
つ
も
な
い

耐
え
難
き
は
東
村
の
百
姓
親
爺
だ

供
物
な
ど
持
っ
て
來
た
こ
と
も
な
い
の
に

驢
馬
を
連
れ
て
き
て
わ
が
寺
の
前
の
草
を
食
わ
お
せ
る

【
注
釋
】

○	

日
出
卯　

日
の
出
の
卯
の
刻
、午
前
六
時
前
後
。
第
三
首
の
押
韻
は
「
卯
」
巧
「
惱
」「
老
」「
草
」
晧
「
少
」
小
（
効
攝
宵
肴
豪
韻
通
押
）。

○	

清
淨
却
翻
爲
煩
惱　

清
淨
と
い
う
こ
と
に
執
著
す
る
と
、そ
れ
が
却
っ
て
煩
惱
と
な
る
。
そ
れ
が
「
清
淨
」
と
い
う
病
で
あ
る
。「
却
翻
」

は
意
外
な
結
果
を
い
う
同
義
複
詞
の
口
語
。

○	

有
爲
功
德
被
塵
慢
，
無
限
田
地
未
曾
掃　

努
力
し
て
わ
ざ
と
爲
し
た
功
德
は
、
功
德
を
積
も
う
と
い
う
心
が
煩
惱
と
な
っ
て
欺
か
れ
無

に
歸
す
る
。
だ
か
ら
わ
た
し
は
掃
除
し
て
清
潔
に
し
よ
う
な
ど
と
は
お
も
わ
ぬ
。「
塵
」
は
煩
惱
の
喩
え
。「
慢
」
は
原
文
「
幔
」
を
同

音
形
似
の
「
慢
」
に
改
め
た
（『
聯
燈
會
要
』
卷
三
〇
に
據
る
）。「
無
限
田
地
」
は
廣
い
土
地
。
荒
れ
る
に
任
せ
た
觀
音
院
の
庭
。
じ
つ

は
心
（
心
地
、
心
田
）
の
譬
喩
で
、
そ
こ
に
わ
ざ
わ
ざ
箒
を
入
れ
て
清
め
よ
う
と
掃
い
た
こ
と
は
な
い
。『
臨
濟
錄
』
に
い
う
「
荒
草
曾

て
鋤
か
ず
」
と
同
義
。

○	

攢
眉
多
，
稱
心
少　
「
攢
眉
」
は
眉
に
皴
を
よ
せ
る
こ
と
。
不
快
、
苦
痛
の
表
情
。

○	

尀
耐
東
村
黑
黃
老
，
供
利
不
曾
將
得
來
，
放
驢
喫
我
堂
前
草　
「
尀
耐
」
は
け
し
か
ら
ん
、
が
ま
ん
な
ら
ん
と
い
う
義
の
口
語
で
、
次
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に
く
る
者
を
罵
る
。「
尀
」
は
「
叵
」
の
連
類
増
旁
字
で
「
不
可
」
の
合
字
。「
東
村
黑
黃
老
」
は
東
村
の
百
姓
お
や
じ
。
黑
は
日
燒
け

と
不
潔
の
、
黃
は
老
年
に
よ
る
黃
ば
ん
だ
顔
色
。「
供
利
」
は
供
物
。「
將
得
來
」
は
持
っ
て
來
る
こ
と
が
で
き
る
意
の
可
能
補
語
の
構

造
。

（
四
）
食
時
辰
。	

食し
ょ
く
じ
し
ん

時
辰

煙
火
徒
勞
望
四
鄰
。	

煙え
ん

火か	

徒と

勞ろ
う

に
四し

鄰り
ん

を
望の
ぞ

む

饅
頭
䭔
子
前
年
別
，
今
日
思
量
空
嚥
津
。	

饅マ
ン
ト
ウ頭
と
䭔ツ

イ

ズ子
は
前ぜ
ん
ね
ん年
に
別
れ
、
今
日
思
量
し
て
空
し
く
津つ
ば

を
嚥の

む

持
念
少
，
嗟
歎
頻
，	

持じ
ね
ん念
す
る
こ
と
少な

く
、
嗟さ
た
ん歎
す
る
こ
と
頻し
き

り
な
り

一
百
家
中
無
善
人
。	

一い
っ
ぴ
ゃ
く百
家か
ち
ゅ
う中
に
善ぜ
ん
に
ん人
無な

く

來
者
祇
道
覓
茶
喫
，
不
得
茶
噇
去
又
嗔
。	
來き
た

る
者
は
祇た

だ
道い

う
、
茶
の
喫
す
る
を
覓も
と

む
と
、
茶
の
噇く
ら

う
を
得
ず
ん
ば	

去
り
て
又
た
嗔い
か

る

【
日
譯
】

朝
餉
の
辰
の
刻

村
人
の
朝
餉
の
煙
が
上
が
る
の
を
羨
ま
し
く
眺
め
る

饅マ
ン
ト
ウ頭
と
包パ
オ
ズ子
に
は
一
昨
年
別
れ
た
き
り

今
日
思
い
出
し
て
唾
を
呑
ん
だ
だ
け

「
正
法
」
受
持
の
念
は
も
は
や
な
く
、
歎
息
す
る
こ
と
ば
か
り

こ
の
村
に
善
男
善
女
は
百
軒
に
ひ
と
り
も
お
ら
ぬ

來
る
者
は
た
だ
お
茶
を
飲
ま
せ
て
く
れ
と
言
う
ば
か
り
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出
し
て
も
ら
え
ぬ
と
怒
っ
て
出
て
行
く　

や
れ
や
れ

【
注
釋
】

○	

食
時
辰　

朝
餉
の
時
刻
、
午
前
八
時
前
後
。
舊
時
は
食
事
は
日
に
二
度
、
朝
の
仕
事
を
終
え
て
、
晩
い
朝
食
を
攝
る
。
第
四
首
の
押
韻

は
、「
辰
」「
鄰
」「
津
」「
頻
」「
人
」「
嗔
」
眞
（
眞
韻
）。

○	

饅
頭
䭔
子
前
年
別　

河
北
趙
州
は
粉
食
地
帶
で
麵
（
小
麦
粉
）
が
主
食
で
あ
る
。「
饅マ
ン
ト
ウ頭
」
は
具
を
入
れ
ぬ
蒸
し
パ
ン
、「
䭔
子
」
は
具

の
入
っ
た
包パ

オ

子ズ

。
ど
ち
ら
も
蒸
し
た
熱
々
を
ほ
お
ば
る
ご
馳
走
。「
前
年
」
は
一
昨
年
を
い
う
。
高
適
「
河
南
李
少
尹
の
畢
員
外
宅
に

夜
飲
す
る
に
同
ず
」
詩
に
「
前
年
は
節
を
持
し
て
楚
兵
を
將ひ

き

い
、
去
年
は
留り
ゅ
う
し
ゅ守し
て
東
京
に
在
り
、
今
年
は
復
た
二
千
石
を
拜
し
、
盛

夏
五
月
に
西
南
に
行
く
」、
白
居
易
「
九
日
宴
集
し
醉
っ
て
郡
樓
に
題
す
」
詩
に
「
前
年
の
九
日
は
餘
杭
部
に
、
賓
を
呼
ん
で
宴
を
虚

白
堂
に
命
じ
、
去
年
の
九
日
は
東
洛
に
到
り
、
今
年
の
九
日
は
呉
郷
に
來き

た

る
」。
じ
つ
は
「
前
年
」
は
「
前
の
年
」、「
去
年
」
の
意
味

も
あ
っ
て
い
づ
れ
で
も
通
ず
る
が
、「
一
昨
年
」
の
意
味
は
晩
出
の
口
語
で
、
高
・
白
二
首
の
詩
の
口
語
的
な
口
調
は
「
趙
州
和
尚

十
二
時
歌
」
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
意
味
に
讀
む
。

○	

持
念
少
，
嗟
歎
頻　
「
持
念
」
は
佛
法
弘
通
の
念
を
忘
れ
ぬ
こ
と
。
趙
州
の
示
衆
に
、「
佛
の
一
字
、
吾
は
聞
く
を
喜
ば
ず
」
と
言
う
。

僧
が
問
う
、「
和
尚
は
還は

た
爲い

人に
ん

す
る
や
？
」
師
云
く
、「
爲
人
す
。」
學
云
く
、「
如い

何か

ん
が
爲
人
す
？
」
師
云
く
、「〈
玄
旨
を
識
ら
ず

ん
ば
、
徒
勞
に
靜
を
念
ず
〉」（
卷
上
，
一
二
六
）。「
持
念
す
る
こ
と
少
し
」
は
韜
晦
の
言
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

○	

一
百
家
中
無
善
人　

觀
音
院
の
在
所
は
百
軒
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
善
人
」
は
善
行
を
積
ん
で
來
世
に
善
處
に
生
ま
れ
た
い
と

い
う
篤
信
家
の
類
を
指
す
。

○	

來
者
祇
道
覓
茶
喫
，
不
得
茶
噇
去
又
嗔　

當
時
の
禪
院
は
喫
茶
の
習
慣
が
あ
り
、
坐
禪
や
接
待
に
用
い
ら
れ
た
。
茶
葉
は
北
方
に
は
産

せ
ず
、
南
方
か
ら
運
ば
れ
て
來
る
貴
重
品
で
、
農
家
に
と
っ
て
は
贅
澤
品
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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（
五
）
禺
中
巳
。	

禺ぐ
う
ち
ゅ
う
し

中
巳

削
髮
誰
知
到
如
此
。	

削さ
く
は
つ髮
し
て
誰
か
知
ら
ん	

此か
く

の
如
き
に
到
ら
ん
と
は

無
端
被
請
作
村
僧
，
屈
辱
飢
悽
受
欲
死
。	

端は
し
な無
く
も
請
わ
れ
て
村そ
ん

僧そ
う

と
作な

り
、
屈く
つ
じ
ょ
く
き
せ
い

辱
飢
悽	

受
け
て
死
な
ん
と
欲ほ
っ

す

胡
張
三
，
黑
李
四
，	

胡え
び
すの
張チ
ャ
ン
サ
ン三、
黑く
ろ

き
李リ

ス四

恭
敬
不
曾
生
些
子
。	

恭く
ぎ
ょ
う敬
は
曾か

っ
て
些さ

子し

も
生
ぜ
ず

適
來
忽
爾
到
門
頭
，
唯
道
借
茶
兼
借
紙
。	

適せ
き

來ら
い

忽ふ

爾い

に
門
頭
に
到
っ
て
、
唯
だ
道い

う	

茶
を
借
り
兼
ね
て
紙
を
借
ら
ん
と

【
日
譯
】

中
天
に
近
い
巳
の
刻

剃
髪
し
て
僧
と
な
り
、
こ
ん
な
て
い
た
ら
く
に
な
ろ
う
と
は
！

請
わ
れ
て
う
っ
か
り
村
院
に
住
む
こ
と
に
な
り

屈
辱
と
飢
餓
の
仕
打
ち
を
受
け
て
死
に
そ
う
だ

村
の
胡
族
の
張
三
と
ま
っ
く
ろ
け
の
李
四
は

僧
に
へ
り
く
だ
る
氣
も
ち
は
少
し
も
な
く

さ
き
ほ
ど
ふ
い
に
門
を
入
っ
て
來
て

茶
葉
と
紙
を
貸
し
て
く
れ
ん
か
と
言
う

【
注
釋
】

○	

禺
中
巳　

晝
ど
き
に
近
い
巳
の
刻
、
午
前
十
時
前
後
。
第
五
首
の
押
韻
は
、「
巳
」「
此
」「
子
」
止
「
死
」
旨
「
四
」
至
「
紙
」
紙
（
支
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脂
之
韻
上
去
通
押
）。

○	
無
端
被
請
作
村
僧
，
屈
辱
飢
悽
受
欲
死　
「
無
端
」
は
豫
期
せ
ぬ
貌
。「
飢
悽
」
は
飢
え
の
ひ
も
じ
さ
、
辛
さ
。

○	

胡
張
三
，
黑
李
四　
「
胡
」
は
胡
族
の
出
身
。
河
北
地
域
は
胡
族
の
末
裔
が
多
く
、
胡
漢
雜
揉
の
地
で
あ
っ
た
。「
黑
」
は
陽
に
燒
け
て

黑
い
百
姓
の
顔
。「
張
三
李
四
」
は
張
家
の
三
男
、
李
家
の
四
男
を
言
い
、
日
本
語
の
「
八
つ
ぁ
ん
、
熊
さ
ん
」
の
類
。

○	

恭
敬
不
曾
生
些
子　
「
恭
敬
」
は
長
上
に
う
や
う
や
し
く
へ
り
く
だ
る
こ
と
。「
些
子
」
は
「
些
些
」
に
同
じ
く
、わ
づ
か
の
意
。「
不
曾
」

は
否
定
を
強
め
る
。

○	

適
來
忽
爾
到
門
頭
，
唯
道
借
茶
兼
借
紙　
「
適
來
」
は
近
い
過
去
を
い
う
副
詞
。「
～
來
」
は
時
間
詞
に
附
す
口
語
接
尾
詞
。「
忽
爾
」

は
前
ぶ
れ
な
く
。「
門
頭
」の「
頭
」は
名
詞
に
附
す
口
語
接
尾
詞
。
茶
葉
と
紙
を
借
り
に
來
た
と
は
、農
家
で
何
か
慶
弔
の
行
事
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
茶
葉
も
紙
も
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
筆
と
墨
も
、
普
段
農
家
に
は
無
い
も
の
だ
っ
た
。
お
そ
ら
く
つ
い
で
に
代
筆
も
頼

ま
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
厚
か
ま
し
い
要
求
な
の
で
は
な
く
、
村
の
僧
侶
に
は
知
識
人
と
し
て
そ
う
い
う
役
割
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
六
）
日
南
午
。	

日に
ち
な
ん南
午ご

茶
飯
輪
還
無
定
度
。	

茶さ
は
ん飯
は
輪り
ん
か
ん還
し
て
定て
い
ど度
無な

し

行
却
南
家
到
北
家
，
果
至
北
家
不
推
註
。	

南
家
に
行
き
却お
わ

っ
て
北
家
に
到
る
に
、
果
し
て
北
家
に
至
ら
ば
推す
い
ち
ゅ
う註せ
ず

苦
沙
鹽
，
大
麥
醋
，	

苦に
が

き
沙さ
え
ん鹽
と
大
麥
の
醋す

と

蜀
黍
米
飯
虀
萵
苣
。	

蜀し
ょ
く
し
ょ
黍
の
米べ
い
は
ん飯
、
虀せ
い

の
萵わ

苣き
ょ

唯
稱
供
養
不
等
閑
，
和
尚
道
心
須
堅
固
。	

唯
だ
稱
す	

供
養
は
等と
う
か
ん閑
に
せ
ざ
れ
、
和
尚
よ
、
道
心
は
須
ら
く
堅け
ん
ご固
な
る
べ
し
と
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【
日
譯
】

日
が
南
中
す
る
午
の
刻

二
度
の
飲
食
は
毎
日
巡
っ
て
來
て
き
り
が
な
い

托
鉢
に
出
て
南
の
家
に
行
っ
て
か
ら
、
北
の
家
を
と
ま
わ
る
と

果
し
て
北
の
家
で
は
斷
わ
ら
れ
な
か
っ
た

出
さ
れ
た
も
の
は
苦
い
沙
鹽
と
大
麥
の
酢
と

そ
れ
に
高
粱
の
飯
、
漬
物
に
し
た
チ
シ
ャ

施
主
は
く
ど
く
ど
と
「
供
養
を
粗
末
に
な
さ
る
な
よ
、

和
尚
よ
、
道
心
を
堅
固
に
持
ち
な
さ
れ
」
と
の
た
ま
う

【
注
釋
】

○	

日
南
午　

太
陽
が
南
中
す
る
午
の
刻
、
午
前
十
二
時
前
後
。
第
六
首
の
押
韻
は
、「
午
」
姥
「
度
」「
醋
」「
固
」
暮
「
註
」
遇
「
苣
」
語

（
魚
虞
模
韻
上
去
通
押
）。

○	

茶
飯
輪
還
無
定
度　
「
茶
飯
」
は
二
度
の
齋
粥
。「
輪
還
（
環
）
無
定
度
」
は
車
輪
の
よ
う
に
回
り
巡
っ
て
止
め
ど
な
い
こ
と
。
飯
は
每

日
食
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
お
お
げ
さ
に
言
う
。

○	

行
却
南
家
到
北
家
，
果
至
北
家
不
推
註　

趙
州
和
尚
は
毎
日
托
鉢
に
出
て
、
南
側
の
家
々
を
ま
わ
っ
て
か
ら
、
北
側
の
家
々
を
ま
わ
っ

て
歩
く
の
が
決
ま
っ
た
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
南
で
は
斷
わ
ら
れ
、
北
で
は
布
施
に
あ
ず
か
っ
た
。「
推
註
（
住
）」
は
背
を
推
す
こ
と
か

ら
、
推
辭
（
斷
わ
る
）、
應
じ
な
い
意
。

○	

苦
沙
鹽
，
大
麥
醋
，
蜀
黍
米
飯
虀
萵
苣　

い
ろ
い
ろ
な
食
物
を
受
け
取
っ
た
。「
苦
沙
鹽
」
は
粗
惡
な
岩
鹽
。
鹽
は
課
税
さ
れ
た
貴
重
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品
で
、
非
法
の
私
鹽
も
出
ま
わ
っ
て
い
た
。「
大
麥
醋
」
は
大
麥
で
作
っ
た
酢
。
虀
は
漬
物
、
萵
苣
は
野
菜
の
チ
シ
ャ
。

○	
唯
稱
供
養
不
等
閑
，
和
尚
道
心
須
堅
固　
「
等
閑
」
は
お
ざ
な
り
に
す
る
、
い
か
げ
ん
に
扱
う
こ
と
。「
和
尚
」
は
俗
人
が
僧
に
呼
び
か

け
る
口
頭
語
。
貧
し
い
農
民
が
食
べ
物
を
喜
捨
し
て
く
れ
る
と
き
に
、
い
ろ
い
ろ
と
た
い
そ
う
な
注
文
を
つ
け
る
。
佛
教
で
は
布
施
は

功
德
を
積
む
尊
い
行
爲
で
あ
る
と
し
、
施
者
・
受
者
・
施
物
に
お
い
て
執
著
せ
ず
無
所
住
な
る
を
説
く
（「
三
輪
空
寂
」
と
い
う
）
け

れ
ど
も
、
施
し
を
す
る
者
は
こ
ん
な
も
の
だ
と
皮
肉
っ
て
い
る
。
た
だ
し
農
民
の
言
う
「
布
施
を
粗
末
に
せ
ず
、
精
進
し
な
さ
れ
よ
」

と
は
尤
も
な
注
文
で
は
あ
る
と
、
趙
州
和
尚
は
苦
笑
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
七
）
日
昳
未
。	

日に
っ
て
つ
び

昳
未

者
回
不
踐
光
陰
地
。	

者こ

の
回た
び

は
光こ
う
い
ん陰
の
地ち

を
踐ふ

ま
ず

曾
聞
一
飽
忘
百
飢
，
今
日
老
僧
身
便
是
。	
曾か
つ

て
聞
く	

一ひ
と

た
び
飽あ

か
ば
百ひ
ゃ
っ
き飢
を
忘
る
と
、
今こ
ん
に
ち日
老
僧
の
身
便す
な
わち
是こ

れ
な
り

不
習
禪
，
不
論
義
，	
習し
ゅ
う
ぜ
ん
禪
せ
ず	

論ろ
ん
ぎ義
せ
ず

鋪
箇
破
蓆
日
裏
睡
。	

箇
い
ち
ま
いの
破は
せ
き蓆
を
鋪し

い
て
日に
ち

裏り

に
睡ね
む

る

想
料
上
方
兜
率
天
，
也
無
如
此
日
炙
背
。	

想お
も

い
料は
か

る	
上じ
ょ
う
ほ
う
と
そ
つ
て
ん

方
兜
率
天
も
、
也ま

た
此か
く

の
如
く
日ひ

も
て
背
を
炙あ
ぶ

る
こ
と
無
か
ら
ん

【
日
譯
】

太
陽
が
傾
く
未
の
刻

こ
の
た
び
は
も
う
托
鉢
し
て
外
を
出
歩
か
ぬ

ひ
と
た
び
滿
腹
し
た
ら
百
回
飢
え
に
苦
し
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
る
と
い
う
が

今
日
の
わ
が
身
こ
そ
が
す
な
わ
ち
そ
れ
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坐
禪
も
せ
ず
、
論
義
も
せ
ず
、

破
れ
蓆む

し
ろを

敷
い
て
緣
側
に
出
て
晝
寢
を
決
め
込
む

天
上
兜
率
天
の
極
樂
淨
土
に
も

こ
ん
な
心
地
よ
い
日
向
ぼ
っ
こ
は
あ
る
ま
い

【
注
釋
】

○	

日
昳
未　

太
陽
が
傾
く
未
の
刻
、
午
後
二
時
前
後
。
第
七
首
の
押
韻
は
、「
未
」
未
「
地
」
至
「
是
」
紙
「
義
」「
睡
」
寘
「
背
」
隊
（
止

攝
支
脂
微
韻
去
聲
、
蟹
攝
灰
韻
上
聲
通
押
）。

○	

者
回
不
踐
光
陰
地　
「
者
回
」は
今
回
。「
者
」は
近
指
の
口
語
代
名
詞
と
し
て
の
用
法
。「
光
陰
」は
明
る
い
光
を
い
う
同
義
複
詞
。「
光

陰
の
地
を
踐
ま
ず
」
は
外
へ
出
か
け
な
い
意
。
第
六
首
（
日
南
午
）
の
托
鉢
で
多
く
の
施
し
を
得
た
、
と
言
う
の
に
續
く
。

○	

曾
聞
一
飽
忘
百
飢
，
今
日
老
僧
身
便
是　
「
一
飽
忘
百
飢
」、
ひ
と
た
び
た
ら
ふ
く
食
べ
て
滿
腹
し
た
ら
、
こ
れ
ま
で
の
數
え
き
れ
な
い

飢
餓
の
苦
し
み
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
も
の
だ
と
い
う
俗
諺
。
た
だ
し
趙
州
和
尚
以
前
の
用
例
は
見
い
だ
せ
な
い
。
精
神
的
な
意

味
に
も
用
い
る
が
、
こ
こ
で
は
原
義
で
い
う
。「
老
僧
」
は
自
稱
。「
今
日
老
僧
身
便
是
」、
今
日
の
わ
し
の
こ
こ
が
そ
れ
じ
ゃ
。
腹
を

ポ
ン
ポ
ン
叩
い
て
言
っ
て
い
る
の
が
目
に
見
え
る
よ
う
だ
。

○	

不
習
禪
，
不
論
義
，
鋪
箇
破
蓆
日
裏
睡　

わ
ざ
と
ら
し
い
「
禪
定
を
習
す
る
」
こ
と
も
せ
ず
、「
佛
教
教
理
を
論
ず
る
」
よ
う
な
野
暮

な
こ
と
も
し
な
い
。「
蓆
」
は
敷
物
。「
日
裏
」
は
太
陽
の
光
の
下
で
。

○	

想
料
上
方
兜
率
天
，
也
無
如
此
日
炙
背　
「
兜
率
天
」
は
天
界
の
彌
勒
菩
薩
が
住
す
る
淨
土
。「
日
炙
背
」
は
甲
羅
干
し
、
日
向
ぼ
っ
こ
。

宋
の
釋

し
ゃ
く
ぶ
ん
き
ょ
う

文
珦
「
炙
背
」
詩
に
「
老
身
は
寒
き
に
能た

え
ず
、
心
に
唯
だ
冬
日
を
愛
す
。
炙
背
す
蓬
門
の
下
、
暖
氣
は
肌
骨
に
浹あ
ま
ねし
。
自
ら

謂お
も

う
人じ
ん
か
ん間
の
世よ

、
此
の
樂
し
み
第
一
に
居
る
」（『
潛
山
集
』
卷
四
）
と
言
う
か
ら
、
日
向
ぼ
っ
こ
は
冬
の
日
の
老
人
の
樂
し
み
で
あ
る
。
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た
だ
し
趙
州
和
尚
が
こ
う
言
う
の
に
も
「
無
事
」
を
貴
ぶ
馬
祖
禪
の
思
想
的
背
景
が
あ
る
。
懶
瓚
和
尚
「
樂
道
歌
」
に
「
我
は
生
天
を

樂ね
が

わ
ず
、
亦
た
福
田
を
愛
さ
ず
。
飢
え
來
ら
ば
飯
を
喫く
ら

い
、
睡
り
來
ら
ば
臥ね

む瞑
る
。
愚
人
は
我
を
笑
う
も
、
智
は
乃
ち
賢
な
る
を
知
る
。

是
れ
癡
鈍
な
る
に
あ
ら
ず
、
本
體
然か

く

の
如
し
」（『
祖
堂
集
』
卷
三
）、
石
頭
和
尚
「
草
庵
歌
」
に
「
吾
れ
草
庵
を
結
ん
で
寶ほ
う

貝ば
い

無
し
、
飯
め
し
く

い
了お
わ

っ
て
睡
る
こ
と
の
快
こ
こ
ろ
よき
を
圖ほ
っ

す
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
〇
）。

（
八
）
晡
時
申
。	

晡ほ

時じ

申し
ん

也
有
燒
香
禮
拜
人
。	

也ま

た
燒

し
ょ
う

香こ
う

禮ら
い

拜は
い

す
る
人
有
り

五
箇
老
婆
三
箇
癭
，
一
雙
面
子
黑
皴
皴
。	

五
箇
の
老ろ
う
ば婆
、
三
箇
は
癭え
い

、
一い
っ
そ
う雙
の
面か

お子
は
黑
こ
く
し
ゅ
ん
し
ゅ
ん

皴
皴
た
り

油
麻
茶
，
實
是
珍
，	

油ゆ

麻ま

茶ち
ゃ

は	

實ま
こ
と是
に
珍ち
ん

な
り

金
剛
不
用
苦
張
筋
。	
金こ
ん
ご
う剛
も
苦し
き
りに
筋
を
張
る
を
用
い
ず

願
我
來
年
蠶
麥
熟
，
羅
睺
羅
兒
與
一
文
。	
願
わ
く
ば
我
も
來
年
蠶さ
ん
ば
く麥
の
熟
す
る
と
き
、
羅ら

ご

ら

じ

睺
羅
兒
に
一い
ち
も
ん文
を
與あ

た

え
ん

【
日
譯
】

日
暮
れ
の
申
の
刻

燒
香
禮
拜
の
人
が
來
る
こ
と
も
あ
る

五
人
の
お
か
み
さ
ん
、
三
人
は
瘤
も
ち
で

二
人
の
顔
は
ま
っ
く
ろ
け
の
皴
だ
ら
け

お
供
え
の
油
麻
茶
は　

ま
こ
と
に
貴
重
品

金
剛
力
士
も
こ
れ
を
見
た
ら
力
瘤
を
緩
め
る
だ
ろ
う

65　『禪學研究』第100號，2022年3月



來
年
に
な
っ
て
蠶
が
繭
を
結
び
麥
が
熟
す
る
こ
ろ
に
は

わ
た
し
も
羅
睺
羅
兒
に
一
文
供
え
て
福
を
祈
っ
て
や
り
た
い
も
の
だ

【
注
釋
】

○	

晡
時
申　

晡
時
申
は
日
暮
れ
の
午
後
四
時
前
後
。
第
八
首
の
押
韻
は
、「
申
」「
人
」「
珍
」
眞
、「
皴
」
諄
、「
筋
」
欣
、「
文
」
文
（
臻

攝
眞
文
諄
欣
韻
通
押
）。

○	

也
有
燒
香
禮
拜
人　

農
作
業
が
終
わ
っ
た
夕
暮
ど
き
に
な
る
と
、
時
に
は
觀
音
院
へ
參
拜
に
訪
れ
る
村
人
も
あ
る
。

○	

五
箇
老
婆
三
箇
癭
，
一
雙
面
子
黑
皴
皴　
「
老
婆
」
は
女
性
を
氣
や
す
い
口
調
で
い
う
呼
稱
で
、
お
か
み
さ
ん
、
お
ば
は
ん
の
類
。

年
老
い
た
婆
さ
ん
と
は
限
ら
な
い
。「
箇
」は
人
を
數
え
る
口
語
の
量
詞
。五
人
連
れ
立
っ
て
來
た
う
ち
の
三
人
は
顔
に
瘤
も
ち
。「
癭
」

は
肉
瘤
。
瘰る

い
れ
き癧
と
言
う
病
氣
。
頸
部
に
で
き
や
す
く
、
晉
の
張
華
『
博
物
志
』
に
「
山
居
の
民
に
癭
腫
の
疾
多
し
。
泉
の
流
れ
ざ
る

者
を
飲
む
に
由
る
」
と
い
う
（
卷
一
，「
五
方
人
民
」）。
ま
た
二
人
は
日
燒
け
し
て
黑
く
皴
だ
ら
け
の
農
婦
で
あ
っ
た
。「
一
雙
」
は
ひ

と
組
、
一
對
を
い
う
。

○	

油
麻
茶
，
實
是
珍
，
金
剛
不
用
苦
張
筋　
「
油
麻
茶
」
は
農
婦
が
お
供
え
に
持
っ
て
來
た
お
茶
。
綠
茶
の
葉
、
胡
麻
、
落
花
生
に
鹽

を
ま
ぜ
て
す
り
お
ろ
し
、
特
製
の
煎
り
米
を
加
え
た
も
の
で
、
寒
冷
地
の
飲
料
と
し
て
喜
ば
れ
た
（
法
緣
「
趙
州
從
諗
『
十
二
時
歌
』

之
解
析
」、『
趙
州
禪
研
究
』
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）。「
珍
」
は
珍
貴
、
貴
重
の
意
。
今
生
の
不
遇
を
歎
き
、
神
佛
に
お
供
え

物
を
し
て
來
世
の
幸
福
を
祈
り
に
來
た
の
で
あ
ろ
う
。「
金
剛
不
用
苦
張
筋
」
の
「
金
剛
」
は
金
剛
力
士
。
山
門
の
兩
脇
に
立
っ
て
、

門
に
入
ろ
う
と
す
る
魔
を
却
け
る
。「
張
筋
」
は
金
剛
力
士
の
筋
肉
張
っ
た
い
か
つ
い
體
軀
。
仁
王
さ
ん
も
貴
重
な
供
物
を
見
て
相

好
を
く
ず
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

○	

願
我
來
年
蠶
麥
熟
，
羅
睺
羅
兒
與
一
文　

願
わ
く
ば
來
年
の
蠶
が
繭
を
結
び
、
麦
が
豐
作
の
お
り
に
は
、
老
僧
も
羅
睺
羅
さ
ん
に
一
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文
供
え
て
、
か
み
さ
ん
が
た
の
福
を
祈
っ
て
や
り
た
い
も
の
だ
。「
羅
睺
羅
兒
」
は
子
授
け
信
仰
の
佛
さ
ん
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
句

は
の
ち
『
虚
堂
錄
』
卷
一
「
顯
孝
錄
」、『
法
演
錄
』
卷
中
「
海
會
錄
」
等
に
引
か
れ
、
無
著
道
忠
『
虚
堂
錄
棃
耕
』
卷
三
、『
葛
藤

語
箋
』
に
考
證
が
あ
る
。「
忠
曰
く
、
羅
睺
羅
は
或
い
は
摩
睺
羅
に
作
る
。
俗
諺
の
通
名
な
る
こ
と
知
る
べ
し
。
今
〈
蠶
麥
熟
す
〉

と
言
う
は
則
ち
是
れ
七
夕
の
摩
睺
羅
に
非
ず
。
蓋
し
村
裏
の
土
偶
神
も
亦
た
摩
睺
羅
と
稱
し
て
、
蠶
麥
熟
さ
ば
則
ち
錢
を
將
っ
て
こ

れ
を
祭
り
、
以
っ
て
賽
願
に
當
つ
る
な
る
か
」。
羅
睺
羅
は
も
と
佛
陀
の
長
子
、
の
ち
出
家
し
て
佛
弟
子
と
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
男

の
子
を
授
か
る
信
仰
の
對
象
「
羅
睺
羅
兒
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
酉
陽
雜
俎
』
續
集
「
寺
塔
記
」
上
の
「
道
政
坊
寶
應
寺
」

條
に
「
王
家
の
舊
鐵
石
及
び
齊
公
喪
う
所
の
一
歲
の
子
の
こ
れ
を
漆
す
る
こ
と
羅
睺
羅
の
如
き
有
り
。
盆
供
の
日
ご
と
に
こ
れ
を
出

す
」
と
あ
る
か
ら
、
黒
い
童
子
の
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
圓
仁
は
山
東
登
州
赤
山
法
華
院
滯
在
中
に
附
近
の
劉
村
で
發
掘
さ

れ
た
佛
像
群
に
「
羅
睺
羅
一
軀
」
が
あ
っ
た
と
傳
え
て
お
り
（『
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
』
卷
二
，
開
成
五
年
［
八
四
〇
］
二
月
十
四
日
條
）、

五
臺
山
臺
懷
鎭
に
は
唐
代
創
建
の
羅
睺
寺
が
あ
り
、
羅
睺
羅
像
を
祭
っ
て
い
た
。
宋
代
に
は
七
夕
に
こ
れ
を
祭
る
習
慣
が
生
ま
れ
、

都
汴
京
の
各
所
で
「
磨マ

ホ

ロ
喝
樂
」
と
稱
す
る
彩
色
泥
人
形
を
賣
っ
て
い
た
（『
東
京
夢
華
錄
』
卷
八
「
七
夕
」，
入
矢
義
高
譯
注
『
東
京
夢
華

錄	

宋
代
の
都
市
と
生
活
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
，
一
九
九
六
年
、
伊
永
文
『
東
京
夢
華
錄
箋
注
』
中
國
古
代
都
城
資
料
選
刊
，
中
華
書
局
，
二
〇
〇
六

年
參
照
）。
道
忠
は
そ
れ
で
は
な
い
と
言
う
が
、
淵
源
は
同
じ
。

（
九
）
日
入
酉
。	

日に
ち
に
ゅ
う
ゆ
う

入
酉

除
却
荒
涼
更
何
守
？	

荒こ
う
り
ょ
う
涼
た
る
を
除の

ぞ却
い
て
更
に
何
を
か
守
ら
ん

雲
水
高
流
定
委
無
，
歷
寺
沙
彌
鎭
常
有
。	

雲う
ん
す
い水
の
高こ
う
る流
は
定
め
て
無
き
を
委し

る
も
、
歷れ
き
じ寺
の
沙し
ゃ
み彌
は
鎭つ

ね長
に
有
り

出
格
言
，
不
到
口
，	

出し
ゅ
っ
か
く格の
言
は	

口
に
到
ら
ず

枉
續
牟
尼
子
孫
後
，	

枉む
な

し
く
續つ

ぐ	

牟む

尼に

の
子
孫
の
後
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一
條
拄
杖
麤
楋
藜
，
不
但
登
山
兼
打
狗
。	

一
條
の
拄し
ゅ
じ
ょ
う杖は
麤そ

楋ら
つ

の
藜れ
い

、
但た

だ
山
に
登
る
の
み
な
ら
ず	

兼
ね
て
狗い
ぬ

を
打
つ

【
日
譯
】

日
の
沒
す
る
酉
の
刻

寺
は
荒
れ
放
題
、
し
か
し
こ
こ
を
守
る
ほ
か
は
な
い

こ
こ
へ
高
流
の
雲
水
が
訪
ね
て
來
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
無
い
が

行
脚
の
沙
彌
ば
か
り
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
來
る

か
れ
ら
の
言
う
こ
と
と
き
た
ら
、
出
格
の
言
葉
な
ど
絶
え
て
口
に
せ
ず

空
し
く
佛
陀
の
子
孫
に
任
じ
て
い
る
の
み

攜
え
た
拄
杖
は
ご
つ
ご
つ
と
し
た
楋
の
杖

山
道
を
登
る
ほ
か
に
犬
を
打
つ
だ
け
の
し
ろ
も
の
だ

【
注
釋
】

○	

日
入
酉　

日
沒
の
酉
の
刻
、
午
後
六
時
前
後
。
第
九
首
の
押
韻
は
、「
酉
」
有
「
守
」
宥
「
口
」「
後
」「
狗
」
厚
（
流
攝
上
聲
有
厚
韻
、

去
聲
宥
韻
通
押
）。

○	

除
却
荒
涼
更
何
守　
「
荒
涼
」
は
荒
廢
し
た
貌
、
觀
音
院
の
現
狀
を
い
う
。
禪
院
の
規
矩
を
缺
い
て
い
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。

日
本
比
叡
山
の
求
法
僧
圓
仁
は
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
四
月
十
八
日
、
十
九
日
に
五
臺
山
巡
禮
の
途
次
、
趙
州
を
通
過
し
て
い
る
が
、

「
趙
州
界
寧
晉
縣
東
の
唐
城
寺
に
到
っ
て
宿
る
。
寺
は
極
め
て
貧
疏
、
僧
の
心
は
庸
賤
」、「
趙
州
南
の
開
元
寺
に
到
っ
て
宿
る
。
屋

舎
は
破
落
し
、
佛
像
は
尊
嚴
な
る
も
、
師
僧
は
心
鄙
し
く
、
客
僧
に
見あ

う
を
怕お
そ

る
」
と
記
し
て
い
る
（『
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
』
卷
二
）。

趙州和尚の生活と意見 　68



○	

雲
水
高
流
定
委
無
，
歷
寺
沙
彌
鎭
常
有　
「
高
流
の
雲
水
」
は
教
學
を
捨
て
て
禪
僧
と
な
り
、
激
發
開
悟
の
契
機
を
求
め
て
行
脚
す

る
見
識
の
高
い
修
行
僧
。「
委
」
は
知
る
意
の
口
語
。「
歷
寺
の
沙
彌
」
は
叢
林
、禪
院
を
あ
ち
こ
ち
巡
る
だ
け
の
乞
食
坊
主
。「
沙
彌
」

は
僧
形
を
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
受
戒
せ
ぬ
私
度
僧
を
指
す
。
鎭
州
、
趙
州
は
五
臺
山
巡
禮
の
東
ル
ー
ト
の
起
點
に
位
置
し
、
文
殊

菩
薩
の
靈
場
へ
の
參
拜
者
が
こ
こ
を
通
過
し
た
。
當
時
の
節
度
使
は
軍
費
捻
出
の
た
め
金
錢
を
徴
し
て
賣
度
し
、
ま
た
私
的
な
戒
壇

を
置
き
、「
先
に
錢
を
納
れ
、
後
に
度
を
與
え
、
輸
賄
し
て
後
、
法
を
受
け
ざ
る
者
多
き
に
至
る
」（『
大
宋
僧
史
略
』
度
僧
規
利
。
そ
の

實
例
は
『
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
』
卷
二
，
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
四
月
十
三
、十
四
、十
五
日
條
に
見
え
る
）。
禪
宗
内
に
は
私
度
僧
も
多
く
、
ま

た
山
間
部
の
禪
院
が
犯
罪
者
の
逃
竄
の
場
と
な
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
（
呉
洲
『
中
晩
唐
禪
宗
地
理
考
釋
』，
宗
教
文
化
出
版
社
，

二
〇
一
二
年
）。

○	

出
格
言
，不
到
口
，枉
續
牟
尼
子
孫
後　

か
か
る
行
脚
僧
ど
も
に
は
高
い
見
識
な
ど
な
く
、「
衣
食
の
爲
に
」
出
家
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

臨
濟
和
尚
は
言
う
、「
大
丈
夫
兒
よ
！
秖た麼
だ
王
を
論
じ
賊
を
論
じ
、
是
を
論
じ
非
を
論
じ
、
色し
き

を
論
じ
財
を
論
じ
、
閑
話
し
て
日

を
過
ご
す
莫
れ
！
」（『
臨
濟
錄
』
示
衆
四
（
１
））、「
諸
道
流
に
勸
む
、
衣え
じ
き食
の
爲
に
す
る
莫
れ
。
看
よ
！
世
界
は
過
ぎ
易
く
、
善
知

識
は
遇
い
難
き
こ
と
、
優
曇
華
の
時
に
一
現
す
る
が
如
き
の
み
」（
同
，
示
衆
一
八
（
１
））。
ま
た
趙
州
和
尚
も
言
う
、「
老わ

れ僧
は
此こ

こ間

に
在
る
こ
と
三
十
餘
年
、
未
だ
曾
っ
て
一
箇
の
禪
師
の
此こ

こ間
に
到
る
も
の
有
ら
ず
。
設た
と

い
來き
た

る
こ
と
有
る
も
、
一
宿
一
食
し
て
急
ぎ

走
過
し
、
且
つ
軟な

ん

暖だ
ん

の
處
を
趁お

い
去
る
な
り
」（
六
二
）。

○	

一
條
拄
杖
麤
楋
藜
，
不
但
登
山
兼
打
狗　
「
拄
杖
」
は
行
脚
僧
の
道
具
。『
大
宋
僧
史
略
』
卷
上
「
服
章
の
法
式
」
に
「
禪
師
は
則
ち

葼そ
う
り
ゅ
う
笠
及
び
澡そ
う
か
ん罐
、
漉ろ
く
の
う囊
、
錫
し
ゃ
く

杖じ
ょ
う、
戒か
い

刀と
う

、
斧ふ

す子
、
針し
ん

筒と
う

を
持
つ
。
此
れ
皆
な
道
具
た
り
」
と
い
う
の
は
行
脚
の
攜
帶
道
具
で
あ
る
。

拄
杖
と
錫
杖
（
杖
先
に
鐶
が
つ
い
て
い
る
）
は
二
物
で
あ
る
が
、
用
途
は
同
じ
い
。
山
道
を
登
る
と
き
跌
倒
せ
ぬ
た
め
に
、
ま
た
民

家
で
の
乞
食
の
と
き
に
吠
え
る
狗
を
追
い
は
ら
う
た
め
に
用
い
る
（『
毘
奈
耶
雜
事
』
卷
三
四
）。「
麤
楋
藜
」
は
麤ふ
と

い
楋ら

つ

の
藜つ
え

と
い
う

意
味
で
あ
ろ
う
。「
楋
」
は
木
の
名
で
、叢
生
し
て
そ
の
幹
は
堅
く
、農
具
や
槍
の
柄
に
な
る
。「
藜
」
は
あ
か
ざ
と
い
う
植
物
（
草
本
）
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で
、
枯
れ
て
杖
に
な
る
（
藜
杖
）。
こ
こ
で
は
杖
の
代
稱
。
圓
仁
は
五
臺
山
で
多
く
の
頭
陀
僧
、
行
脚
僧
に
出
逢
っ
た
こ
と
を
記
錄

し
て
い
る
が
、
善
住
閣
院
で
は
「
禪
僧
五
十
餘
人
有
り
、
盡
く
是
れ
毳
納
錫
杖
、
各
お
の
諸
方
よ
り
來
り
巡
看
す
る
者
な
り
」（『
入

唐
求
法
巡
禮
行
記
』
卷
二
，
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
五
月
十
七
日
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
趙
州
觀
音
院
に
行
脚
し
て
來
る
沙
彌
へ

の
批
判
を
寓
す
。

（
十
）
黃
昏
戌
。	

黃こ
う
こ
ん
じ
ゅ
つ

昏
戌

獨
坐
一
間
空
暗
室
。	

獨ひ
と

り
坐
す
一い
っ
け
ん間
の
空く
う

暗あ
ん
し
つ室

陽
𦦨
燈
光
永
不
逢
，
眼
前
純
是
金
州
漆
。	

陽よ
う

𦦨え
ん

燈と
う
こ
う光
は
永と
わ

に
逢
わ
ず
、
眼
前
は
純も
っ
ぱら
是
れ
金き
ん
し
ゅ
う州の
漆
う
る
し

鐘
不
聞
，
虚
度
日
。	

鐘
は
聞
か
ず
、
虚
し
く
日
を
度わ
た

る

唯
聞
老
鼠
閙
啾
唧
，	
唯
だ
聞
く
老ろ
う
そ鼠
の
閙さ
わ

が
し
き
こ
と
啾し
ゅ
う
し
つ唧た
る
を

憑
何
更
得
有
心
情
，
思
量
念
箇
波
羅
蜜
？	
何
に
憑よ

り
て
か
更
に
心
情
の
、
思し
り
ょ
う量
し
て
箇こ

の
波は

羅ら

蜜み
つ

を
念
ず
る
こ
と
有
る
を
得
ん

【
日
譯
】

黃
昏
戌
の
刻

何
も
な
い
暗
い
部
屋
に
ひ
と
り
ぽ
つ
ね
ん
と
坐
す

陽
の
光
は
消
え
燈
光
も
絶
え
て
な
い

眼
の
前
は
さ
な
が
ら
金
州
の
漆
黑

鐘
の
音
も
聞
こ
え
ず
、
む
な
し
く
一
日
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る

耳
に
入
る
の
は
た
だ
鼠
の
騒
ぐ
音
ば
か
り
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あ
あ
、
こ
の
う
え
い
か
に
し
て
心
を
奮
い
立
た
せ

般
若
波
羅
蜜
を
念
ず
る
こ
と
が
で
き
よ
う

【
注
釋
】

○	

黃
昏
戌　

た
そ
が
れ
、人
の
顔
も
見
分
け
難
い
戌
の
刻
、午
後
八
時
前
後
。
第
十
首
の
押
韻
は
「
戌
」
術
「
室
」「
漆
」「
日
」「
唧
」「
蜜
」

質
（
入
聲
術
質
韻
同
用
）。

○	

獨
坐
一
間
空
暗
室
，
陽
𦦨
燈
光
永
不
逢
，
眼
前
純
是
金
州
漆　

夜
に
な
っ
て
燈
燭
も
な
い
真
っ
暗
な
室
中
に
ひ
と
り
ぽ
つ
ね
ん
と
坐
す
。

「
金
州
漆
」、
金
州
は
今
の
陝
西
省
安
康
市
。『
太
平
寰
宇
記
』
卷
百
四
十
二
「
金
州
」
の
土
産
の
條
に
漆
を
列
す
。

○	

鐘
不
聞
，
虚
度
日
，
唯
聞
老
鼠
閙
啾
唧　

黃
昏
に
は
昏
鐘
を
撞
く
。
し
か
し
觀
音
院
に
は
撞
く
べ
き
大
鐘
も
な
い
。
鼠
の
鳴
き
聲
だ
け

が
聞
こ
え
る
。「
老
鼠
」
は
鼠
を
い
う
口
語
。「
啾
喞
」
は
鼠
の
鳴
き
聲
の
雙
聲
の
擬
音
語
（
精
母
）。

○	

憑
何
更
得
有
心
情
，
思
量
念
箇
波
羅
蜜　
「
慿
何
」
は
「
因
何
」
の
義
の
口
語
で
、
こ
こ
で
は
反
語
。
以
下
の
こ
と
が
不
可
能
な
る
こ

と
を
い
う
。「
有
心
情
思
量
念
箇
波
羅
蜜
」は
波
羅
蜜
を
念
ず
る
心
を
起
こ
す
こ
と
。「
波
羅
蜜
」は
梵
語
の
音
譯
。「
到
彼
岸
」と
譯
す
。

「
よ
く
思
念
し
て
六
波
羅
蜜
を
修
し
て
彼
岸
に
到
ら
ん
」
と
の
心
を
起
こ
す
氣
も
ち
に
な
れ
ぬ
、
と
は
出
家
の
初
心
を
忘
れ
た
よ
う
な

自
墮
落
な
言
い
方
を
し
て
い
る
が
、じ
つ
は
馬
祖
禪
の「
無
事
」の
思
想
を
韜
晦
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。『
臨
濟
錄
』示
衆
四（
５
）

に
い
う
「
你
ら
諸
方
は
言い道
う
、『
修
し
ゅ
う

有
り
証
し
ょ
う

有
り
』
と
。
錯
ま
る
莫
れ
！
設た
と

い
修
し
得う

る
者
有
る
と
も
、
皆
な
是
れ
生し
ょ
う
じ死
の
業ご
う

な
り
。

你
ら
は
言
う
、『
六ろ

く
ど
ま
ん
ぎ
ょ
う
ひ
と

度
万
行
斉
し
く
修
す
』
と
。
我
は
見
る
に
、
皆
な
是
れ
造ぞ
う
ご
う業
な
り
。
佛
を
求
め
法
を
求
む
る
は
即
ち
是
れ
造ぞ
う

地ぢ
ご
く獄

業ご
う

、
菩
提
を
求
む
る
も
亦
た
是
れ
造
業
、
看か
ん

経き
ん

看か
ん

教き
ょ
うも
亦
た
是
れ
造
業
な
り
。
佛
と
祖
師
は
是
れ
無
事
の
人
な
り
。」　

（
十
一
）
人
定
亥
。	

人じ
ん
て
い定
亥が
い
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門
前
明
月
誰
人
愛
？	

門
前
の
明
月	

誰た

れ人
か
愛め

で
ん

向
裏
唯
愁
臥
去
時
，
勿
箇
衣
裳
著
甚
蓋
？	

向う

ち裏
に
は
唯
だ
愁
う	

臥ね

む去
る
時
、
箇
い
ち
ま
いの
衣
裳
も
勿な

き
に
甚な
に

に
著よ

り
て
か
蓋お
お

わ
ん

劉
維
那
，
趙
五
戒
，	

劉り
ゅ
う維い

那の

と
趙ち
ょ
う五ご

戒か
い

口
頭
説
善
甚
奇
怪
。	

口く

ち頭
に
善
を
説
く
は
甚
だ
奇
怪

任
你
山
僧
囊
罄
空
，
問
著
都
緣
總
不
會
。	

任た

と你
い
山
僧
が
囊の
う

を
罄つ

く空
す
と
も
、
問と

わ著
れ
て
都み

な
總す
べ

て
會え

せ
ざ
る
に
緣よ

る

【
日
譯
】

人
の
寢
靜
ま
る
亥
の
刻

門
前
に
輝
く
明
月
を
賞
づ
る
人
は
た
れ
も
い
な
い

中
に
入
っ
て
も
悲
し
い
こ
と
に
、
横
に
な
ろ
う
と
し
て

體
に
掛
け
る
一
枚
の
蒲
團
さ
え
も
な
い

劉
維
那
と
趙
五
戒
が

口
先
で
は
善
行
を
勸
め
る
の
は
ま
っ
た
く
お
か
し
な
こ
と

わ
が
禪
院
の
貯
え
が
底
を
盡
く
の
は

飯
を
食
う
だ
け
で
禪
な
ど
何
も
知
ら
ぬ
者
ど
も
を
供
養
し
て
い
る
か
ら
な
の
だ

【
注
釋
】

○	

人
定
亥　

人
が
寢
靜
ま
る
亥
の
刻
、
午
後
十
時
前
後
。
第
十
一
首
の
押
韻
は
、「
亥
」
海
「
愛
」
代
「
蓋
」「
會
」
泰
「
戒
」「
怪
」
怪

（
蟹
攝
上
聲
海
韻
、
去
聲
代
泰
怪
韻
通
押
）。
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○	

門
前
明
月
誰
人
愛　

こ
こ
に
は
外
に
出
て
月
を
賞
づ
る
風
流
な
人
な
ど
一
人
も
い
な
い
。
月
を
眺
め
て
と
も
に
語
る
賞
心
の
友
は
い

な
い
と
い
う
孤
獨
。
明
月
（
滿
月
）
は
眞
如
の
譬
喩
で
も
あ
る
。

○	
向
裏
唯
愁
臥
去
時
，
勿
箇
衣
裳
著
甚
蓋　
「
向
裏
」
は
部
屋
。「
向
」
は
場
所
詞
に
つ
く
口
語
接
頭
辭
。「
裏
」
は
中
の
意
。
外
に
出

て
月
を
眺
め
て
か
ら
わ
が
自
室
に
も
ど
っ
て
。「
勿
」
は
無
の
義
の
口
語
。「
著
甚
」
は
第
十
首
「
黃
昏
戌
」
の
「
慿
何
」
と
同
義
。

唐
の
呂
岩
「
沁
園
春
」
詞
に
「
限
り
あ
る
到さ

い
ご頭
の
來き
た

ら
ば
、貧
富
を
論
ぜ
ざ
る
に
、甚な
に

に
著よ

り
て
か
干あ
わ
た
だ忙
し
く
日
夜
に
憂
う
る
？
」（
死

期
が
到
ら
ば
、
無
情
の
殺
鬼
は
貧
者
富
者
を
擇
ば
ぬ
の
に
、
ど
う
し
て
い
つ
も
む
や
み
に
恐
れ
て
一
生
を
送
る
の
か
？
）
こ
こ
で
は
「
一
枚
の
衣

装
も
な
い
の
に
、
何
で
體
を
覆
う
の
か
？
」「
衣
裳
」
は
掛
け
物
、
こ
こ
で
は
蒲
團
を
い
う
。

○	

劉
維
那
，
趙
五
戒
，
口
頭
說
善
甚
奇
怪　
「
劉
維
那
、
趙
五
戒
」
は
觀
音
院
の
僧
衆
の
二
人
の
名
前
。「
維
那
」
は
僧
院
の
衆
僧
を
監

督
す
る
役
職
。「
五
戒
」
は
寺
院
で
雜
役
に
從
う
行
者
で
、
五
戒
（
不
殺
生
、
不
偸
盗
、
不
邪
淫
、
不
妄
語
、
不
飲
酒
）
を
受
け
た
だ
け
で
、

未
だ
沙
彌
（
十
戒
受
持
）
に
到
ら
ぬ
者
。
院
内
で
は
み
な
俗
姓
で
呼
ん
で
い
た
。
か
れ
ら
は
檀
越
に
口
先
で
は
善
行
を
勸
め
る
。
六

祖
慧
能
は
言
う
、「
口
に
善
を
説
き
、
心
不
善
な
る
は
定
慧
等
し
か
ら
ず
。
心
と
口
と
俱
に
善
に
し
て
内
外
一
種
な
ら
ば
、
定
慧
即

ち
等
し
」（
敦
煌
本
『
六
祖
壇
經
』）、「
善
を
思
わ
ず
、
惡
を
思
わ
ず
、
正
に
恁
麼
な
る
時
、
阿
那
箇
か
是
れ
明
上
坐
の
本
來
の
面
目
？
」

（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
四
「
蒙
山
道
明
章
」）。
百
丈
懷
海
は
言
う
、「
惡
に
觸
れ
て
惡
に
住
す
る
を
衆
生
覺
と
名
づ
く
。
善
に
觸
れ
て
善
に

住
す
る
を
聲
聞
覺
と
名
づ
く
。
善
惡
の
二
邊
に
住
さ
ず
、
依
住
せ
ざ
る
を
將も

っ

て
是
と
爲
す
者
を
二
乘
覺
と
名
づ
け
、
亦
た
辟
支
佛
覺

と
名
づ
く
。
既
に
善
惡
の
二
邊
に
依
住
せ
ず
、
亦
た
不
依
住
の
知
解
を
も
作
さ
ざ
る
を
菩
薩
覺
と
名
づ
く
。
既
に
依
住
せ
ず
、
亦
た

依
住
の
知
解
無
し
と
も
作
さ
ざ
る
を
、
始
め
て
名
づ
け
て
佛
覺
と
爲
す
を
得
た
り
」（『
百
丈
廣
錄
』）。
以
上
は
善
惡
の
二
邊
に
執
著

し
な
い
禪
の
高
尚
な
理
窟
で
あ
る
が
、「
劉
維
那
と
趙
五
戒
が
口
先
で
は
善
行
を
勸
め
る
」
と
は
、
僧
に
布
施
を
し
て
功
德
を
積
め

と
言
っ
て
い
る
程
度
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

○	

任
你
山
僧
囊
罄
空
，
問
著
都
緣
總
不
會　

た
と
い
わ
が
懷
中
が
カ
ラ
に
な
る
ま
で
供
養
し
て
や
っ
て
も
、
ま
っ
た
く
道
理
の
わ
か
ら
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な
い
輩
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。「
任
你
」
の
「
你
」
は
虚
指
、
讓
歩
を
表
わ
す
二
音
節
口
語
副
詞
。
下
句
は
散
文
で
は
「
都
緣
問

著
總
不
會
」。「（
わ
が
懷
が
カ
ラ
に
な
る
の
は
）
す
べ
て
か
れ
ら
が
禪
理
を
問
わ
れ
て
も
ま
っ
た
く
わ
か
ら
ぬ
か
ら
な
の
だ
」（
わ
か
ら

ぬ
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
供
養
せ
ざ
る
を
得
な
い
）。
わ
が
禪
院
の
貯
え
が
底
を
盡
く
の
は
、
飯
を
食
う
だ
け
で
禪
な
ど
何
も
知
ら
ぬ
者
を

供
養
し
て
い
る
か
ら
な
の
だ
。
も
し
わ
か
っ
た
な
ら
、
も
う
こ
の
觀
音
院
に
留
ま
る
必
要
は
な
く
、
ど
こ
か
に
住
山
す
れ
ば
よ
い
の

だ
が
。

（
十
二
）
半
夜
子
。	

半は
ん

夜や

子し

心
境
何
曾
得
暫
止
？	

心
境
何
ぞ
曾か
つ

て
暫
ら
く
も
止
ま
る
を
得
ん

思
量
天
下
出
家
人
，
似
我
住
持
能
有
幾
？	

思し
り
ょ
う量
す	

天
下
の
出
家
人
、
我
が
住じ
ゅ
う
じ持
す
る
に
似
た
る
も
の
能
く
幾い
く

ば
く
か
有
る

土
榻
床
，
破
蘆
䉬
。	
土
ぼ
こ
り
の
榻と
う

床し
ょ
うと
破
れ
た
蘆ろ

䉬は
い

老
楡
木
枕
全
無
被
。	
老ろ
う
ゆ楡
の
木も
く

枕ち
ん	

全
く
被
か
け
ぶ
と
んも
無
く

尊
像
不
燒
安
息
香
，
灰
裏
唯
聞
牛
糞
氣
。	

尊
像
に
は
安あ
ん
そ
く息
香こ
う

も
燒た

か
ず
、
灰か
い

裏り

に
は
唯
だ
牛ぎ
ゅ
う
ふ
ん糞の
氣に
お
いを
聞か

ぐ
の
み

【
日
譯
】

真
夜
中
の
子
の
刻

物
に
觸
れ
て
心
が
動
く
の
は
い
つ
ま
で
も
止
む
こ
と
が
な
い

つ
ら
つ
ら
思
う
に
、
天
下
の
出
家
人
の
な
か
で

わ
た
し
の
よ
う
な
住
持
は
他
に
あ
ろ
う
か

土
ぼ
こ
り
の
寢
臺
に
、
破
れ
た
蘆
の
敷
き
物
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古
び
た
楡
の
木
枕
だ
け
で
掛
け
蒲
團
も
な
い

本
尊
さ
ま
に
焚
く
安
息
香
も
な
く

香
爐
に
は
牛
糞
の
に
お
い
が
す
る
だ
け

【
注
釋
】

○	

半
夜
子　

真
夜
中
の
夜
半
、
子
の
刻
、
午
前
零
時
前
後
。
第
十
二
首
の
押
韻
は
、「
子
」「
止
」
止
「
幾
」
尾
「
䉬
」
廢
、「
被
」
紙
「
氣
」

未
（
止
攝
上
聲
止
尾
紙
未
韻
、
蟹
攝
去
聲
廢
韻
通
押
）。

○	

心
境
何
曾
得
暫
止　

心
は
對
境
に
緣
じ
て
思
い
を
生
ず
る
。
心
意
識
の
作
用
は
暫
時
も
止
む
こ
と
が
な
い
。

○	

思
量
天
下
出
家
人
，
似
我
住
持
能
有
幾　

こ
ん
な
觀
音
院
の
慘
め
な
住
持
の
ご
と
き
は
他
に
あ
る
ま
い
。

○	

土
榻
床
，
破
蘆
䉬
，
老
榆
木
枕
全
無
被　
「
榻
床
」
は
ベ
ッ
ド
、「
蘆
䉬
」
は
榻
床
に
敷
く
蘆
で
編
ん
だ
席
（
敷
き
物
）。
楡
は
に
れ
の
木
。

華
北
に
産
す
る
高
木
で
、
皮
を
剝
ぐ
と
堅
く
滑
利
な
の
で
器
に
適
し
、
ま
た
莢
仁
で
糜
羹
を
作
る
と
熟
睡
で
き
る
と
い
う
（『
本
草
綱
目
』

卷
三
五
木
部
）。
生
長
が
速
く
、
器
物
、
車
轂
の
材
と
な
る
有
用
な
木
な
の
で
さ
か
ん
に
栽
培
さ
れ
た
（『
齊
民
要
術
』
卷
五
「
種
楡
白
楊
」）。

○	

尊
像
不
燒
安
息
香
，
灰
裏
唯
聞
牛
糞
氣　
「
安
息
香
」
は
段
成
式
『
酉
陽
雜
俎
』
前
集
卷
十
八
「
木
篇
」
に
、「
安
息
香
樹
は
波
斯
國
に

出
づ
。
波
斯
に
は
呼
ん
で
辟
邪
と
爲
す
。
樹
長
は
三
丈
、
皮
色
は
黃
黑
、
葉
は
四
角
な
る
有
り
て
、
寒
を
經
る
も
凋
ま
ず
。
二
月
に
開

花
し
、
黃
色
に
し
て
花
心
は
微
か
に
碧
、
結
實
せ
ず
。
其
の
樹
皮
を
刻
む
に
、
其
の
膠
な
る
こ
と
飴
の
如
し
。
安
息
香
と
名
づ
く
。

六
七
月
に
堅
く
凝
る
と
き
、
乃
ち
こ
れ
を
取
る
。
こ
れ
を
燒
け
ば
神
明
に
通
じ
、
衆
惡
を
辟
く
。」
す
な
わ
ち
「
安
息
香
」
は
南
蠻
渡

來
の
高
級
香
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
あ
る
は
づ
も
な
く
、「
香
爐
の
中
か
ら
ひ
ど
い
牛
糞
の
に
お
い
が
す
る
」
と
は
趙
州
和
尚
の
諧
謔

で
あ
ろ
う
。

（
花
園
大
学　

教
授
）

75　『禪學研究』第100號，2022年3月






